
西
暦
千
八
百
年
前
後

の

ロ
イ
ズ

椎

名

幾

三

郎

○

0

一
、
序

言

二
、

ロ
イ
ズ

の
振

興

(
一
七

七
四
-

回
七
九
三
)

三
、

ロ
イ
ズ

と
戦
孚
危
瞼

(
一
七
九
三
-

一
入

】
五
)

四
、
結

語

本
誌
第

五
憲

上
冊

匹
於

て
、
私

は

ロ
イ
ズ
丈
献
中

の
最

竜
罹
威
あ

る

チ
ャ

ー
ル
ス
・
ラ
イ

ト
及
び

ア

ー
ネ

ス
ト
・
フ

ェ
ル
爾
氏

の
共
著

「
ロ
イ
ズ

の
歴
史
」

の
う
ち

の

ロ
イ
ズ

の
起
源

に
關
す

る
部
分
を
紹
介

し
π
。
本

冊

に
於

て
は
、

四
暦
千
入
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
七
三
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そ
れ
以
後

に
於
け
る

ロ
イ
ズ
の
登
展

の
経
過
を
、
同
書

を
参
考
と

し

て
略
述

し
や

う
と

思
ふ
。

五
七
四

=

一
七
七
九
年
二
月
三
日
の
ロ
イ
ズ
の
総
會
は
保
瞼
謹
雰

の
書
式
を
確
定
し
た

乙
と
の
外
に

ロ
イ
ズ
の
歴
史
上
重
要

な
る
事
業
を
爲
し
π
。
そ
れ
は
此
の
総
會
に
於

て
建
物
委
員
會
が
其
組
合
の
資
金
を
支
出
し
て
護
衛
船
全
部
の
表
を

獲
得
し
て
、
船
長
の
海
事
報
告

に
追
加
す
る
権
能
を
與

へ
ら
れ
π
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が

フ
ラ
ン
ス
と
の
大
職
争
の

ロ
イ
ズ
に
及
し
尤
る
影
響

の
最
初

の
痕
跡
で
あ
る
。

此
の
影
響
は
二
十
年
後
に
は

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ
ス
に
於
け
る
共
同
精
紳

の
進
化
の
決
定
的
要
素

と

な

つ
π

の
で
あ

●

 
る
。
然

し
、
此

の
頃

に
は
ま
だ
殆
ど
問
題

に
な
ら
な
か

つ
π
。
從

つ
て
、
π

っ
π

一
度

、
職
箏

に
劃

し
て
積
極
的
行

動

を
探

つ
疫

に
過
ぎ
な

い
。
即
ち

一
七
入

一
年

一
月
三

日
の
総
會

に
於

て
、
船
長

が
船
舶
及

び
積

荷
を
捕
獲
者

の
爲

め
に
抵
當

と
す
る

乙
と
を
制
限
す

る
や
う
議
會

に
劉
し

て
委
員
會

か
ら
請
願
す

べ
し
と

の
動
議
が
提
出

さ
れ
π
だ
け

で
あ

る
。

何
故

に
か

＼
る
動

議
が
出
π

か
。
そ
れ
を
知

る
に
は
當
時

の
職
孚

に
於

け
る
掌
捕

に

つ
い
て
先
づ
研
究

せ
ね
ば
な

ら

な

い
。
當
時

の
掌

捕
者

は
多
く
は
私
船
で
あ

つ
て
、

一
つ
の
商
業

上

の
投
機
と
し

て
之
を
行

つ
π
。
そ

し
て
掌
捕



者
は
船
舶
及
び
彼
等

の
請
戻
金
を
支
彿
ふ
べ
き
旨
を
記
載
し
π
る
謹
書
を
受
取

つ
て
被
掌
捕
船
を
繹
放
す
る
乙
と
が

少
く
な
か

つ
π
。
之
に
よ
つ
て
掌
捕
者
は
被
掌
捕
船
を
港
に
引
致
す
る
の
手
歎
を
省
き

且
つ
奪
還
せ
ら
る
＼
の
危
瞼

を
免
れ
尤
。
而
し
て
、
此
方
法
は
、
被
掌
捕
者
側
に
は

一
層
有
利
で
あ

つ
π
。
船
舶
及
び
積
荷
は
奪
は
れ
ず
、
船
員

は
投
獄
を
免
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
方
法
は
保
瞼
者
に
は
甚
だ
不
利
盆
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
船

員
を
し
て
掌
捕
を
免
れ
る
駕

め
に
極
力
抵
抗
せ
し
め
若
く
は
努
力
せ
し
む
る
の
刺
激
を
大

い
に
減
少
せ
し
む
る
の
み

な
ら
ず
、
全
く
奪
還
の
機
會
を
失
ふ
に
到
る
か
ら
で
あ
る
。

乙
れ
が
、

一
七
入

一
年
の
動
議
を
提
出
せ
し
め
た
る
原

因
で
あ
る
。
き
り
乍
ら
、
其
動
議
は
成
立
し
な
か
つ
π
。
其
理
由
は
、
恐
ら
く
請
戻
金

の
支
彿
の
方
が
船
舶
及
び
積

荷

の
全
部
の
掌
捕
よ
釦
も
損
害
が
輕

い
π
め
と
、

ロ
イ
ズ
の
組
合
員
π
ち
が
ま
だ
議
會

へ
請
願
す
る
程
に
有
力
な
る

團
膿
を
造

つ
て
ゐ
な

い
と
考

へ
π
か
ら
で
あ
ら
う
。

さ
て
、
當
時
の
保
瞼
者

の
事
業
の
成
績
は
ど
う
で
あ

つ
だ
か
。
英
國
の
海
軍
は
聯
合
國
の
艦
隊
に
依

つ
て
絶
え
ず

塵
追
さ
れ
て
ゐ
た
。
殊
に

一
七
入
○
年
の
入
月
に
は
、

コ
ル
ド
ゲ
ア
の
傘

ゐ
π
る
ス
ペ

エ
ン
艦
隊
は

フ
ラ

ン
ス
軍
の

援
助
を
得

て
東
西
爾
印
度
行
の
護
衛
商
船
隊
に
遭
遇
し
六
十
三
隻
中

の
五
十
五
隻
を
掌
捕
し
て
し
ま

つ
尤
。

之
れ
は

英
國
商
業

に
劃
す
る
物
凄

い
打
撃
で
あ

つ
た
。
其
損
失
を
貨
幣
に
換
算
す
れ
ば
、
百
五
十
萬
ボ
ン
ド
と

い
ふ
互
額
で

あ

つ
π
。
之
が
、
他

の
よ
わ
小
さ

い
打
撃
に
追
加
さ
れ
て
、

ロ
イ
ズ
を
根
抵
か
ら
動
揺
せ
し
め
た
。
多
歎

の
保
瞼
者

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
七
五
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五
七
六

は
破
産
す

る
に
至
つ
た
。

か
く

の
如
き
敵
艦
隊

に
よ

つ
て
加

へ
ら
れ
π

る
損
害

の
外

に
、
到

る
所

に
跳
梁
せ
る
私
船

の
奪
掠
が
あ

つ
た
。

ニ

ユ
ー

・
エ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
各
地

の
港

か
ら

は
快

速
力

を
有
し
、
よ
く

武
装

さ
れ
π
る
船

舶
が
現
れ

て
大
西
洋
上

の
商

業

を
脅

し
π
。
ま
π
、
ブ
リ
タ

ニ
ユ
及
び

ノ
ル

マ
ソ
ヂ

ー
の
勇

敢
な
る
水

夫
は
英

國
船

の
奪

掠
を
行

つ
π
。

一
七
入

三
年
頃
、
英

國
は
約
五
千

二
百
隻

の
商
船
を
有
し
た
の
で
あ

る
が

一
七
七
六
年

以
降
毎
年
其

一
割
以
上

も
掌

捕
さ
れ

π

の
で
あ

る
。

そ

の
上
、

ロ
イ
ズ

の
保
険
者

は
敵
國
人

の
損
害

に
關
係

を
有

し
て
ゐ
π
。

フ
ラ

ン
ス
船
舶

の
保
瞼
を
禁
じ
π
る

一

七
四
入
年

の
法
律
は
其
當

時

の
職
孚

の
期
間
だ

け

に
適
用

さ
れ

て
、
其
後

の
七
年
職
孚
及

び
米
國

の
濁

立
職
箏

の
際

に
は
復

活
さ
れ
な
か

つ
π
。

而
し

て
、
十

八
世
紀

に
於
け

る
愛

國
心

は
未
だ
低
級
で
あ

つ
て
、
敵
國
人
と
取
引

し
て

利
得
す

る

こ
と
を
當

然
と
し

て
ゐ
π
。
然

る
に
米
國

の
濁
立
職
孚
中

に
敵
國
人

の
受
け
π
る
損
害
も
亦
甚
だ
多
額

に

上

っ
だ
。

か

＼
る
事
情

に
よ

つ
て

ロ
イ
ズ

の
保
瞼
者

の
大
部
分
は
非
常

な
損

失
を
受

け
π
。
資
力
が
充
分
で
な

い
爲

め
に
破

産

し
π
も

の
や

、
保
瞼

を
副
業

と
し
從

つ
て
此
種

の
事

業

に
蜀
す

る
経
瞼

の
乏
し

い
爲

め
に
失
敗

し
π
も

の
が
多

か

っ
π
。
蓋

し
、
忘

れ
て
は
な
ら
顧
事

は
、
當
時

ロ
イ
ズ
の
組
合
員
π
ら
ん
と
す

る
に
は
、
十
五

ボ

ン
ド
の
入
會
金

の



支
彿

を
以

て
足
ム
、
選
畢

の
形
式

さ

へ
も
践

む

こ
と
を
要

し
な
か

つ
だ

こ
と
、
是

で
あ

る
。
但
し
例
外
的

に
資

力
あ

わ
経
験

に
富

め
る
に
よ

つ
て
職
箏
保
瞼
か
ら
利
盆
を
あ
げ
得
π
も

の
も
あ

つ
π
。
何
故

な
れ
ば

、
保
瞼
料
牽

は
極

め

て
高
率
で
あ

つ
π
か
ら
で
あ

る
。
例

へ
ば
、

一
七
入

二
年

に
於

て
、

ロ
ン
ド

ソ
か
ら

ジ
ヤ

マ
イ
カ
綾

で
の
航
海

に
劉

す

る
保
瞼

料
は
護
衛
船
付
き
で
十

ニ

パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
れ
な
し
で

二
十

パ
ー
セ

ン
ト
で
あ

つ
禿
。
さ
れ
ば

、
保
瞼
業

に
無
経
験

な
る
小
商
人

に
と

つ
て
は
、
此
保
瞼

料
は
實

に
好
餌
で
あ

つ
て
、
彼
等

は
之
を
求
め
て
破
産

に
誘
導

さ
れ

π

の
で
あ

る
。

以
上
は
保
瞼
事
業

の
概

況
で
あ

る
が
、
當

時

の
保
瞼
者
は
如
何

な
る
人
物
で
あ

つ
カ
か
、
ま
π
其
取
引

の
方
法

は

如
何
で
あ

つ
π
か
。

保
瞼

の
法
律
及
び
慣
習

に
關

し

て

大
著
作
を
物
せ

る
ヴ

エ
ス
ケ
ツ
ト
の
言
葉
を
借

う

る

な

ら
ば

、
保
瞼
者

は
無

智

、
仲
立
人

は
狡
猜
、
被

保
瞼
者
は
不
正
直
で
あ

つ
尤
。
ま
π
、
彼

は
保
瞼

者

の
多
く
が
羊

の
群

の
如
く

に
、

一
人

の
リ

ー
ダ

ー
に
盲
從
す

る

こ
と
を
歎

じ
て

ゐ
る
。
然
し
此
等

の
批

難
は
し
ば
し
ば
繰

う
返
さ
れ
る
け
れ
ど

竜
必
ず

し

竜
當

つ
て
ゐ
な

い
。
若

し
も
、
各
保
瞼
者
が
保
瞼
契
約

の
條
件
に

つ
き

別

々
に
新

に
論
究
す

る
な
ら
ば
、
商
取
引

は

不
可
能
と
な
る
。
取
引
が
開
始

さ
れ
π
な
ら
ば

、
保
瞼
者

は
其
取

引
を
欲
す

る
や
否
や

の
み
を
考
慮
す

べ
き
で
あ

っ

て
、
危
瞼

が

一
旦
有
名

な
る
保
瞼

者

に
よ

つ
て
引
受
ら
れ
π

る
以
上
、
其
取
引

の
條
件
を
愛
更
す

る

之
と

は
殆
ど

絶

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
七
七
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五
七
八

無

の

こ
と
で
あ

る
。

ヴ

エ
ス
ケ
ッ
ト
は
保
瞼
取
引

の
慣

習

に

つ
い
て
も
攻
撃

の
矢
を
放

つ
て
ゐ
る
。
當

時
、
損
害

は
請
求
後

一
ケ
月
以

内

に
填

補
さ
れ
だ
。
然

し
、
保
瞼
者
と
仲

立
人
と

の
決
濟

は

一
ケ
年

に

一
度

の
差

引
勘
定

に
よ

つ
て
行

は
れ
た
。
最

初

の
保
瞼
料

に
封
す

る
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
最
後

の
差
額

に
封
す

る
十

メ
ー
セ

ン
ト
の
仲

立
手
藪
料

が
支
彿
は
れ
π
。

而
し
て
、
前
年
度

の
保
瞼
料

の
取
立
は
普
通

五
月

か
ら
九
月

の
間

に
行
は
れ
π
。
從

つ
て
、
差
額

を
支
彿

ふ
べ
き
と

き

よ
う
實
際

は
六

ヶ
月
、
仇

ヶ
月
、
若
く

は
十

二
ヶ
月
も
遅
延
す
る

の
で
あ

る
。

こ
れ
が
、

ゲ

エ
ス
ケ
ッ
ト
の
攻
撃

せ
る
主
要
な

る
黙
で
あ

る
。

こ
れ

は
π

し
か
に
保
瞼
者

に
は
苦
痛
で
あ

つ
π
ら
う
。
然
し
、
之
は
仲
立
人
及

び
被

保

瞼
者

に
は
好
都
合
で
あ

る
。
そ
し

て
、
保
瞼
者

は
保
瞼
料

を
取
立

て
得
な

い
爲

め
に
不
利
盆

を
被

る
け
れ
ど

も
、
彼

は
そ
れ
以
上

の
利
盆
を

、
信
用

を
博

す
る

こ
と

に
よ

つ
て
受
け

る
。
何
故
な
れ
ば
、
仲

立
人
が
保
瞼
料
を
押

皇
て

ゐ

る

こ
と

は
、
被

保
瞼
者

に
封

し
て

一
つ
の
保
謹

の
手
段

を
供
す

る
竜

の
で
あ

っ
π
。
蓋
し
、
當
蒔

ロ
イ
ズ
は
組

合
員

か
ら
保
謹
金

を
徴
し

て
ゐ
な

か

つ
π
か
ら
で
あ

る
。

乙
の
理
由

に
よ

つ
て
、
此

の
方
法
は
+
九
世
紀

の
中
葉
以
後
ま

で
織
績

し
π
。
π

璽

一
つ
の
漫
化
は
割
引
率
が

十
ニ

バ
ー
セ

ン
ト
と

な

つ
カ

こ
と
で
あ

る
。
し
か

の
み
な
ら
ず
、
此

の
方
法
は
現
今

の

ロ
イ
ズ

の
實
際
取
引
上
に
其
痕
跡

を
止

め
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
新
し
く
年

四
期
彿

の
制
度
が
制
定

さ
れ
π
と
き

、
之
を
採
用

し
π
る
仲
立
人
は
彼
等

の
保
瞼

申
込
状

の
上
部

に

「
現
金
」
な

る
丈
字

を
附
加
し
尤
が

、



其
文
字
は
現
在
全
く
無
意
味

と
な

つ
尤
け
れ
ど
も

、
多
く

の
場
合
今
爾
維
持

さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
で
あ
る
。

ま
疫

ヴ

エ
ス
ケ
ツ
ト
は
當
時

の
保
瞼
事
業
が
何
等

の
組
織
も
統
制
も
な
く
螢

ま
れ
π

之
と
を
指
摘
し

て
ゐ
る
。
實

に
、
海
上
保
瞼
業

を
組

織
化

し
若

く
は
保
瞼
法
を
成

文
法
化
す

る
試
み
は
、
す
で

に
失
敗

に
終

つ
て

ゐ
π
。
保
陰
裁

劃
所
も
保
瞼
事
務

局
竜
滅
亡
し
て
ゐ
た
。
ま
π
、

ロ
ン
ド

ン
に
於

て
仲

立
人
π
ら
ん
と
す

る
者
は
裁

剣
所
が

必
要
と

認

め
π
る
資
格
を
備

へ
て
市
長
及
び
市
参
事
會

の
管
業
免
許
を
得

且

つ
年

額
四
+

シ
リ

ン
グ
の
免

許
料
を
支
彿
は
ね

ば
な
ら
な

か

つ
だ
。
然

し
、
何
れ

の
仲

立
人
も
此
規
定

を
守

ら
な
か

つ
π
。

保
瞼

者
も
仲
立
人
も
全

く
組

織
化
き
れ

ず

に

ゐ
π
。
π

冒

ニ
ユ
ー

・
ロ
イ
ズ

の
組
合
員
は
例
外
を
成

し

て

ゐ

カ

が
、
此
組

合
は
軍

に
組
合
員

の
爲

め
に
適
當
な
る
取
引
設
備
を
爲
し
π

思
け
で

あ
る
。
唯

一
つ
の
大
事
業
は
印
刷

保

瞼
謹
雰

書
式

の
確
定
で
あ

つ
尤
。
此

の
外

に
、
投
機
的

保
瞼

に
劉
抗

す
る
駕

め
の

一
七
七
四
年

の
決
議

は
法
律
と
結

ん
で
、
奮

ロ
イ
ズ
・
コ
ヒ
ー
・
ハ
ウ

ス
の
信
用
を
墜
し
カ
る
取
引
を
防

止
す

る
に
は
、
何
等
か

の
役
に
立

つ
π
で
あ
ら

う
。
け
れ
ど
竜
、

ヴ

エ
ス
ケ
ッ
ト
に
依
れ
ば

、
賭
博

保
瞼

は
未
だ

一
般

に
流
布

せ
る
害

悪
で
あ

つ
π
。

他
方
、
海
上
保
瞼
法
の
法
典
化
ー

成
文
法
の
・制
定
i

の
試
み
は

一
七
四
入
年
の
昔
に
湖
る
。
即
ち
、
此
の
年

に
船
舶
及
び
積
荷
保
瞼
法
規

の
改
善
に
關
す
る
法
律
案
の
要
黙
を
審
議
す

る
爲

め
の
委
員
會
が
任
命
さ
れ
尤
。
同
委

員
會
は
其
決
議
を
報
告
し
た
。
然
し
其
後
の
滑
息
は
殆
ど
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
忽
ち
に
し
て
葬
う
去
ら
れ
π
も

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
七
九
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八
〇

の
で
あ
ら
う
。
然

ら
ば
何
故

に
か
く
な

つ
π
で
あ

歎
う
か
。

思
ふ
に
、
す

べ
て
の
事

件
を
解
決
す

る
に
足
る
成

文
法

を

制
定
す

る

こ
と
困
難
な
う
と

の
理
由
で

、

ロ
イ
ズ

の
経
験

に
富

め
る
保
瞼
者

の
殆
ど
全
部
が
注
典

化

に
反
封
し
カ

＼
め
で
あ
ら
う
。
π
し
か
に
、

マ
ン
ス
フ
イ

ー
ル
・ド
卿

の
下

し
カ

る
多
歎

の
忘

る
べ
か
ら
ざ
る
判
決
及
び

ロ
イ
ズ

の

慣

習

(H
冨

∩
二
ω8
ヨ
。・
。
h
ご
。
図
二
.。・)
と

し
て
承
認

さ
れ
る
や

う
に
な

つ
尤
慣

習
及
び
先
例

の

一
大
集
團

の
漸
進
的
進

化

の
方
が
成

文
法
化
す

る
こ
と
よ
り
も

、
英

國
の
制
度

の
精
帥

に
合
致
し
π

の
で
あ

つ
カ
。
舷

に
附

言
す

べ
き

は
、

英

國
海
上

保
瞼
注

の
成

文
法
化
さ
れ
π

の
は
實

に
最

近
即
ち

一
九
〇
六
年

の

こ
と
で
あ

る
が
、
前

記

の
如
き
方
注
を

探
り

て
、
輕
率

な

る
立
法
上

の
改
正
を

行
は
ず
、
徐

々
に
永

い
間

に
法
律

の
強
固
な

る
基
礎
を
確
立
し
穴

の
で
あ

つ

控
。さ

て
、
上
述
せ
る
諸

種

の
映
陥

は
如
何

に
し
て
補

は
る
べ
き

か
。

此
黙

に

つ
い
て
、

一
七
七
九
年

の

ニ
ユ
ー

・
ロ

イ
ズ
の
印
刷

保
瞼
讃
雰

制
定

の
成
功
及

び
船
名

録
組
合

の
敷
用

に
よ

つ
て
深

い
印
象
を
受
け
π
る
彼

ヴ

エ
ス
ケ

ツ
ト

は
、
保
瞼
事
業
を
統
制
す
べ
き
新
し

い
組
合
i

そ
の
組
合
に
は
組
合
員
が
紛
孚
を
起
し
π
る
と
き
は
必
ず
訴
訟
を

提
起
す

べ
き
商
人

、
保
瞼
者
及

び
仲
立
人

の
裁
割
所
を
附
設
す

る

≧
と

を
設
立

せ
ん

こ
と

を
熱

望
し
π
。

ヴ

エ
ス
ケ
ツ
ト
が
海

上
保
瞼

の
改
善

は
内
部

よ
b
來

る
べ
き
で
あ

る
と
信

じ
π

こ
と

は
、
疑

ひ
も
な
く
正
當
で
あ

る
。
然
し
、
新
組
合

の
設
立
を
提
唱
す

る
に
到

つ
て
は
、
彼
が
如
何

に

ニ
ユ
ー

・
ロ
イ
ズ

の
活
動
を
理
解

し
て

ゐ
な



か

つ
た
か
を
暴
露
す

る
竜

の
で
あ

る
。
彼

は

ロ
イ
ズ
を
以

て
未
だ
昔
乍

ら

の

ロ
イ
ズ
・
コ
ヒ
ー
・
ハ
ウ

ス
ー

即

ち
其

店

の
顧
客
及

び
共

同
所
有
者
と
し

て
の
共

通

の
利
害
關
係
だ
け
で
結

び
付
け
ら
れ
π

る
保
瞼

者
、
仲
立
人
及

び
商
人

の
集
會

の
場
所
ぐ
ら

ゐ
に
考

へ
て

ゐ
尤
。
彼

は
海
上
保
瞼
事
業

に
劃
し

て
、

ロ
イ
ズ
の
委
員
會
が
及
し
得

べ
き
影
響

を
想
像
し
得

な
か

つ
π
。
ま
π
、

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ

ス
に
於

け
る
共
同
精
顧

が
強
ま

る

こ
と
及
び
組
合
員

の
選
揮
を

一

層

嚴
重

に
す

る

こ
と

に
依

つ
て
、
海

上
保
瞼
取
引

に
於

け
る
行
動

の

一
般
的
水
準

が
如
何

に
高
ま

る
か
を
推
量
し
得

な
か

つ
π
。
さ
り
乍

ら
、

こ
の
種

の
不
明
は
、
組
合
員
自

身
も
分
有
し
て

ゐ
π

の
で
あ

る
か
ら
此
黙
に

つ

い
て
は
彼

を
責
む
べ
か
ら
ざ

る
や
勿
論
で
あ

る
。

さ
て
、
當

時

の
海

上
保
瞼
事
業

の

一
般
的
状

況
は
上
述

の
如
く
で
あ

る
が
、
此

の
間

に
於

て

ニ
ユ
ー

・
ロ
イ
ズ
の

組

合
員

は
如
何
な

る

こ
と
を
爲

し

つ
＼
あ

つ
π
か
。

思
ふ
に

ロ
イ
ズ
組
合
員

の
顯
著
な
る
特

徴
は
、
彼
等
が
極

め
て
保
守
的
な

る
こ
と
、
之
で
あ

る
。
實

に
、

ロ
イ
ズ

保
瞼
者

は
昔

か
ら
今
ま

で
終
始

一
貫
し
て
、
本
能

的
保
守
性
と
建
設
的
改
善
能

力
を
併

有
し
た

る
黙

に
於

て
、
模
範

的
英
國
人
で
あ

る
。

ロ
イ
ズ
の
歴
史

は
繊
績

的
成
長
と
愛

化

の
歴
史
で
あ

る
。
然

し
如
何
な

る

一
歩
と
錐

も
、
其
組

合

に
於

け

る
何
等

か

の
危
機

に
よ

つ
て
、
其

必
要
が
讃
明

さ
れ
な

い
限

う
は
、
前
方

へ
決
し

て
踏
み
出

さ
れ
な
か

つ

禿
。
彼
等

が

ポ

ー
プ

ス
・
ヘ
ツ
ド
・
ア

レ
ー

へ
移
轄
し
π

の
も
、
其
後

一
七
七

一
年

に
正
式

の
組
合

を
作

つ
尤

の
も
、

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
八

一
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ニ

ロ
ン

バ
ル
ト

・
ス
ト
リ

ー
ト
の

ロ
イ
ズ
・
コ
ヒ
ー
・
ハ
ウ

ス
の
取
引
状
態

に

つ

い
て
内
部
的
危
機
が
あ

つ
だ
か
ら
で
あ

る
。
か
く

正
式

に
組
合
を
作

つ
て
も
、
當

時

の
佛

、
濁

及
び
伊

の
商
人

の
團
禮

の
や
う

に
、
定
款
を
制
定

し
、
規
約

を
作
製

し
役
員
を
任
命

し
、
且

つ
此
等

の
役
員

の
権
限
及

び
職
務
を
微
細

な
る
黙
ま
で
注
意
深
く
定
限
す

る
と

い
ふ

や

う
な

こ
と

は
し
な
か

つ
た
。
彼
等

は

一
つ
の
特
定
せ
る
問
題
i

設
備

の
問
題
を
議
す

る
爲

め
に
結
合
し
π
。
そ

れ
は
満
足

に
解
決
し
π
。
そ

の
後

、
共

同

の
利
害

に
影

響
す

る
問
題
が
起

つ
て
く

れ
ば
、
そ

れ
を

取
扱

つ
た
。
移
轄

計
書

の
爲

め
に
任
命
さ
れ
π
委
員
會

は
、
依
然
と
し

て
何
等

の
正
式
な
規

則
に
よ
ら
ず

、
残
存
し
π
。
委
員
會
改
選

の
規
定
竜
な
か

つ
π
。
そ

し
て
、
暗
黙
裡
に
日
常

の
事

務

の
庭
理
を
委
ね
ら
れ
て

ゐ
π
。
而
し
て
、
組

合
員

は
総
會

を
招
集
す

る

こ
と
を
要
求
す

る
権

利
を
得

て
、
將
來

に
封
す

る
完
全

な
る
自
由

を
確

保
し
た

に
過
ぎ
な

か

つ
だ
。

從

つ
て
、
総
會

の
如
き

も
毎
年

必
ず

一
同
開

か
れ

る
と

い
ふ

こ
と
は
な

か

つ
た
。
ま
π
委
員
會
も
極

め
て
不
規

則

に
開
か
れ
π
。
そ
し
て
日
常
起

る
些
細
な
事
件

は
、

コ
ピ
ー

・
ハ
ウ

ス
の
主

人
と
其
時
來
合

は
せ

て
ゐ
π
組
合
員
と

ゐ

ノ

が
協
力
し
て
非
公
式
に
腱
理
し
π
竜
の
と
思
は
れ
る
。
ま
カ
、
多
く
の
事
務
-

例

へ
ば
報
導
の
蒐
集
及
び
配
布

の

如
き

は
後
年

に
於

て
は
委

員
會

の
任
務
と

な

つ
尤

の
で
あ

る
が

、
そ
れ
ら
は
主
人

の
手
に
存

し
て

ゐ
π
。
而
し
て
、

ロ
イ
ズ

の
代

々
の
主
人
公

の
甚
だ
奇
妙
な
る
地
位
を
理
解
す

る

こ
と
は

ロ
イ
ズ
が
到
達

し
π

る
登
達

の
程
度

に
關

す

る
眞

相
を
捕

ふ
る
に
必
要

で
あ

る
。

0



一
七
七
四
年

の
契
約

に
よ

つ
て
、

ロ
イ
ズ
・
コ
ヒ
ー
・
ハ
ウ

ス
の
主
人
は
組
合
員

の
任
意

に
漫
更

し
得

る
且

つ
其
支

配

の
下

に
在
る
借
家
人
と
な

つ
π
。

而
し

て
、

一
七

七
九
年

ブ
イ

ー

ル
デ

イ

ン
グ
が
死
亡
し

テ

ー
ラ

ー
が
唯

一
の
主

人
と
な

つ
π
と
き

に
、
此

の
支
配
権

は

一
暦

強

め
ら
れ
π
。
然

し
、
そ
れ

に
拘

ら
ず

、
主

人
は
相
當
世
間

の
有
力
者

で
あ

つ
π
。
自

分

の
利
盆

の
儒

め
に
商
責
と

ロ
イ
ズ

・
リ

ス
ト
の
公
刊
と
を
行

つ
て

ゐ
π
。
嚢
π

、

ロ
イ
ズ
組
合
員

室

の
支
配
人
と
し

て
、
從

つ
て
或
意
味

に
於

け
る
組

合
の
秘
書
役
と
し
て
行
動
し
カ
。
さ
れ
ば

、
か
な
り
多
額

の
牧

入
も
あ
う
、
有
力
な

る
地
位

に
在

つ
π

の
で
、
世
間
で
幅

の
利

い
π

の
も
尤
も
で
あ

る
。

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ

ス
の
主

人

の
職
務
及

び
責
任

は
、

ロ
イ
ズ
組
合
が
其
後

二
同
擬

張
さ
れ
π

㌧
め
に
壇
加
し
た
。
此

等

の
憤
張

の
費

用
は
組
合

の
支
辮
で
あ

つ
た
が

日
常

の
経
費

は
す
べ

て
主

人

の
負
憺
で
あ

つ
π
。
π

讐
火
災

保
瞼
料

と
室
内
掃
除
用

の
酷
だ

け
は
其
例
外

を
成

し
π
。
き
れ
ば
主

人
は
其
建
物

の
地
代
其
他

の
課
税
を
支
彿

ら

ひ
、
雇
人

の
給
料

を
負
憺

せ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
だ
。
懐
π
、
石
炭

、

ロ
ー
ソ
ク
、
新
聞

、
ペ

ン
、
文
房

具
等

を
備

へ
且

つ
郵
便

局
員

に
劃
す

る
謝
禮
金
を
支
佛

は
ね
ば
な
ら
な

か

つ
だ
。
他
方

、
彼

は

ロ
イ
ズ

・
リ

ス
ト
の
配
布
及

び
責
却

上
の
利

盆
を
取
得

し
π
。
蛮

π
、
其
店

の
各
常
得
意
か
ら
毎
年

ニ
ギ

ニ
ー
の
寄
附

を
う
け
た
。
そ

の
上

、

一
ギ

ニ
ー
の
追
加

的
寄
附

を
得

て
ク
リ

ス

マ
ス
に
は
そ
れ
を
店
員

に
分

配
し
π
。

ロ
イ
ズ
組
合
員

の
壇
加

に
件

つ
て
、
主
人

の
利
盆
も

塘
加
し
π

之
と

は
事
實
で
あ

る
が
、
其
職
務
は
、
か
な
う
重
大
で
あ

つ
尤
。

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ

ス
の
経
螢
と
組
合
員
室

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
八
三
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五
八
四

の
管
理
の
外
に
、
船
舶

の
到
着
及
び
滅
失
に
關
す
る
帳
簿
を
作
成
し
、
諸
港
か
ら
の
通
信
文
を
爲
し
、
受
信
し
た
る

報
導
を
迅
速
に
掲
載
し
且
つ
組
合
員
の
質
問

に
答

へ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
π
。
ま
π
、
委
員

の
指
揮

蕉
從

つ
て
、
書
面

を
作
成
し
て
、
之
に
署
名
せ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
π
。
ま
た
、
組
合
員
の
會
費
を
集

め
、
其
支
彿
を
怠
れ
る
者

に
は
口

頭
又
は
書
面
を
竜
つ
て
請
求
を
爲
し
、
不
正
者
を
組
合
員
室
か
ら
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
。

さ
れ
ば
、
當
時
の
ロ
イ
ズ
の
主
人
π
る
地
位
は
輩
純
な
る
大
番
頭

の
そ
れ
で
は
な
か
つ
π
。
即
ち
大
な
る
経
管

の

才
と
世
に
も
稀
な
る
性
質
i

委
員
會
及
び
組
合
員
と
の
關
係
に
於

て
は
機
智
と
騙
引
と
遠
慮
と
手
腕
、
不
正
者
に

甥
し
て
は
禮
儀
正
し

い
断
乎
力
る
態
度
i

を
要
し
π
の
で
あ
る
。
此
等

の
性
質
は

ブ
イ

ー
ル
デ
イ
ン
グ
の
協
同
者

に
し

て
後
縫
者
π
う
し

テ
ー
ラ

ー
に
も
存
し
た
や
う
で
あ

る
。
實

に
彼

は

フ
イ

ー
ル
デ
イ

ン
グ

の
や
う

に
、

ロ
イ
ズ

組
合

の
重
要
性
を
認
識
し
得

る
だ

け

の
知
能

を
有

つ
て
ゐ
π

の
で

、
其
組
合

の
使
用
人
π
る

乙
と

に
心
か
ら
誇
を
威

じ
て
ゐ
π
や

う
で
あ

る
。

さ
て
當

時
に
於

て
は
、

ロ
イ
ズ
委
員

會
の
主
尤

る
役

目
は
、
組
合
員
室

の
神

聖

の
保
持

に
あ

つ
た
。
此

の
室

に
集

う

て
其
便

宜
を
利
用

し
な
が

ら
、
其
特
椹

に
劃

す
る
十
五

ポ

ン
ド
の
入
會
金
を
支
彿

な

い
者
が
少
く
な

か

つ
π
。
委

員
會
も
主

人
も
其
支
彿

を
求

め
る

こ
と
及
び
不
納
者
を
排
除

す

る

こ
と
に
努
力
し
π
。
決
議

や
戸
口

へ
の
掲
示
や
主

人

の
口
頭
に
よ
る
請

求
や
ら
種

々
の
方

法
が
施

さ
れ
π
。
時

の
経
過

に

つ
れ
て
支
彿
要
求
は
盆

々
嚴
重

に
な

っ
π
。



テ

ー
ラ

ー
は
常
得
意

に
し

て
支
彿
を
駕

さ

讐
る
者

の
姓
名
を
控

へ
て
置
く
や

う
に
と
命
ぜ
ら
れ
π
。

一
七
九

一
年
ま

で

に
其
藪

は
百
九

に
達
し
π
。
そ

し
て
、
實
行

は
さ
れ
な
か

つ
π
が
、
不

納
者

の
氏
名

を
室
内

に
廣
告
す
る
と

い
ふ

威
赫
が
歎
同

に
亙

つ
て
行

は
れ
π
。

も
入
會
金
支
彿
要
請

の
最
初

の
も

の
は
、

一毛

七
入
年

に
行
は
れ
π
。
其
理
由

と
し
て
、
最
初

に
+
五

ポ

ン
ド
宛
各

組
合
員

が
醸
出
し
力
金
額

は
鑑
き
果

て
、
此
家
を
適
當

に
整
頓
し
π
る
状
態

に
置
く

に
は
更

に
金
銭
を
要
す

る
と

い

ふ

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
尤
。
此

の
要
請

は
多
歎

の
不
納
者

の
良
心

に
訴

へ
π
と
見

え
て
、

一
七
七
九
年

に
は
委
員
會

は

銀
行
残
高

二
千

ボ

ン
ー3
を
有
す

る
に
至

つ
た
。
そ
し

て
そ

の
う
ち
千
五
百

ボ

ン
ド
を
投

じ
て
三

パ
ー
セ

ン
ト

・
コ
ン

ソ
ル
公
債

を
買
入

れ
、
以

て
準
備
金

の
中

核
を
作

つ
π
。
其
後

の
要
請

の
結
果
と
し

て
、

】
七
入
六
年

に
は
組
合
員

室

は
到
底
堪

へ
切

れ
な

い
程

に
會
員
が
密
集

し
カ
。
そ

乙
で

、
組

合
員
室

の
追
加
と

し
て
使
用

す
る
駕

め
に
隣
接

せ

る
大
き

な
室
を
借

入
れ
た
。
之
の
借
入

に
際
し
て
は
、
最
初

の
借

入

に
つ

い
て
重
要
な

る
役
割
を
演

じ
π

る

ジ
オ

ン
・

ジ

ユ
リ
ァ

ス

・
ア

ン
ゲ

ル
ス
タ
イ

ン
が
大

い
に
鑑
力

し
π
。
彼

の
勢

に
酬

え
る
爲

め
に
、
総
會
は
委
員

の
藪

が
從
來

九
で
あ

つ
π

の
を
十
と
な
し

て
、

ア

ン
ゲ

ル
シ
タ
イ

ン
が
選
基

せ
ら
れ
得

る
絵
地
を
作

つ
π
。
然

し
、

一
般

に
認

め

ら
れ
て

ゐ
る
傳
説

に
よ

つ
て
、

ア

ン
グ

ル
シ
タ
イ

ン
は

一
七
九
〇
年
か
ら

一
七
九
六
年
嚢
ぞ

事
實

上

ロ
イ
ズ

の
議
長

で
あ

つ
だ
と
言
は
れ
て
ゐ
る
が

、
そ
れ
は
殆
ど
無
根

の
事
柄
で
あ

る
。

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
入
五
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五
八
六

そ
れ
は
兎

に
角
、

ア

ン
ゲ

ル
シ
タ
イ

ン
が
新

し

い
場
屋

の
獲
得

に
誰
力
し
虎

こ
と

は
前

述

の
通
う
で
、
彼

は

ロ
ー

ヤ
ル

・
エ
ツ
キ

ス
チ

エ
ン
ヂ

の
所
有
者

マ
ー
セ
ー
會
肚

の
グ

レ
シ
ヤ

ム
委
員
會
と
折
衝
を
重

ね
π

の
で
あ

つ
π
。
か

く

て
振
張

き
れ
た
室
は
非
常

に
立
派

に
設
備

さ

れ

虎
。
そ

の
荘
麗

と
之
を
利
用

す

る

人

々
の
事
業
と

は

バ
ブ
リ

ツ

ク

・
ア

ー3
ヴ
ァ
タ
イ
ザ

ー
紙

の
記
者

に
深

い
印
象
を
與

へ
彼

を
し

て
詩
的
戚
激

に
満
ち
控
る
文
章
を
綴

ら
し

む
る
に

至

つ
た
と

い
ふ
。
實

に
此
時

に
於
け
る

ロ
イ
ズ
は
商
業
上

の
目
的

に
供

せ
ら
れ
π
る
設
備

と
し

て
は

ヨ
ー
ロ
ッ
メ
第

一
の
も

の
で
あ

っ
た
ら
う
。

此
憤

張
は
多
額

の
資
金
を
支
出
せ
し
め
カ
、
ま
π
、
家
賃
其

他

の
諸
緯
費

を
著

し
く
壇
大

せ
し

め
て
、

コ
ピ
ー

・

ハ
ウ

ス
の
主
人

テ
;
ラ

ー
を
困
惑

さ
せ
π
。
は
じ
め
家
賃

は
藪
種

に
分

れ
て

ゐ
泥
が

一
七
九

二
年

に
合
併
し

て
年
額

三
百
ボ

ン
ー3
と

な

つ
π

の
で
あ

る
。

テ

ー
ラ

ー
の
負
憺

を
輕
く
す

る
爲

め
に
委
員

會
は

二
同

に
亙

つ
て
牢

ギ

ニ
ー
づ

＼
會
費

の
壇
額
を
求

め
尤
。
か
く

て
、
會
費

は
年
額

四
ギ

ニ
ー

三
ギ

ニ
ー
は
主

人
、

一
ギ

ニ
ー
は
給
仕
人

に
與

へ
ら

れ

た

ー

と

な

つ

禿

。

・

・

犀

此

の
間
に
於

て
、
委
員
會
は
會
費
及
び
會
場
の
問
題
を
離
れ
て
よ
う
重
大
な
問
題
に
ふ
れ
カ
こ
と
は
僅
か
に
二
同

に
過
ぎ
な

い
。
そ
の
第

一
同
に
於
て
は
、
委
員
會
は
保
瞼
法
に
判
し
重
大

な

る
追
加
を
儒
す

べ
き

責
任
を
引
受
け

た
。
而
し
て
之
を
引
受
け
π
る
方
法
は
極
め
て
偶
然
的
非
公
式
的
と

い
ふ
特
徴
を
有
し
、

ロ
イ
ズ
登
展
に
於
け
る
此



●

段

階
を
明
示
し

て
ゐ
る
。
即
ち

一
七
入
五
年

三
月
十

日
の
委
員
會

に
於

て
、

ト

レ
ス
ビ

ー
氏

は
す

べ
て
の
保
瞼
讃
雰

に
被
保
瞼
者

を
し
て
自

己
叉

は
其
代

理
人

の
氏
名

を
記
入
せ
し
む
る
法
律

の
草
案

を
作
製
し

、
之

を

ハ
ー
レ
ー
氏

に

交

附
す

べ
き
依
頼
を
受

け
カ
。
四

ヶ
月
後

十
ギ

ニ
ー
の
報
酬
が
支
彿
は
れ
π
。
其
草
案

が
ど

う
な

つ
π
か
其
他

に

つ

い
て
は
何

の
記
録
竜

ロ
イ
ズ
に
は
存
し

て
ゐ
な

い
。
ま
力
組
合
員
総
會

に
も
何
等

の
報
告

が
な

い
。
た

思
下
院

の
記

録

に
よ

つ
て
、

ハ
ー
レ
ー
氏
が
右

の
草
案

を
受
取

つ
た

こ
と
を
知
る

の
み
で
あ

る
。

次
に

一
七
入
六
年
に
は
不
法
な
る
商
業

に
よ

つ
て
生
じ
π
る
損
害

に
甥
す

る
保
瞼

者

の
責

任
問
題

に
つ

い
て
他

の

二

つ
の
保
瞼
會
肚
と
協
議
す

る
偶

め
に
特
別
委
員
會
が
任
命

さ
れ
カ
。
然
し
特
別
委
員
會

の
議
事
録

は
保
存

き
れ

て

ゐ
な

い
。
多
分

、
組
合
員

に
劉
し
て
は
何
等
か
報
告
が
あ

つ
尤

の
で
あ
ら
う
が
、
其
痕
跡
は
全
然
残

つ
て
ゐ
な

い
。

な
ほ
當

時

ロ
イ
ズ
に
於

け
る
閉
店

の
時
間

は
月
水
木
土

の
四
日
は
午
後
入
時
、
火
金

の
二
日
は
午
後
九
時
で
あ

つ

π
。
然

し
其
當

時

の
保
瞼
者

は
強
硬
な
る
手
段

を
以
て
す
る
に
非
れ
ば
、
之
を
退
散

せ
し

め
得
な

か

つ
禿

の
で

、
室

が
塞

に
な

る
ま
で

二
人

の
給
仕
は

ベ
ル
を
鳴
ら
し
、
更

に
焚

火
や

ロ
ー
ソ
ク
を
消

し
π
も

の
で
あ

る
。

一
七
入
五
年

の
総
會

は
此
種

の
手
段
を
探

る
べ
き

こ
と

を
決
議
し
、
議
長

は
之

に
署
名
し

て
新

聞
に
廣
告

し
疫
と

い
ふ

こ
と
で
あ

る

。之

を

要

す

る

に

、

一
七

九

三

年

イ

ギ

リ

ス
が

フ

ラ

ン

ス
と

職

端

を

開

く

ま

で

は

、

ロ
イ

ズ

は

其

大

さ

に

於

て

塘

大

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
八
七



商

學

討

究

第

五
巻

(
下
)

五
八
八

し
π
け
れ
ど
竜
其
質
即
ち
組
織
及
び
機
能
に
於

て
は
殆
ど
見
る
べ
き
登
展
を
途
げ
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

一
七
七
四

年

に
は
百
七
+
九
名
に
過
ぎ
な
か

つ
禿
會
員
は
今
や
藪
百
名

の
多
き
に
達
し
た
。
九
百
七
十
準
方
吠
の
立
坪
を
有
す

る
に
過
ぎ
な
か
つ
π
唯

一
の
組
合
員
室
は
援
張
さ
れ
て
四
千
二
百
孚
方
吹
に
及
む
だ
。

ア
ン
ゲ

ル
シ
タ
イ

ン
及
び
ワ

ッ
ト
ス
ン
の
如
き
人
物

の
壇
大
せ
る
資
産
と
威
信
と
は
、

ロ
イ
ズ
組
合
の
聲
望
を
高
か
ら
し
め
尤
。
然
し
乍
ら
、
其

本
質
に
於
て
は
、

一
七
七
四
年

の

ロ
イ
ズ
と
何

の
異
る
所
竜
な
か
つ
π
。
組
合
員
は
適
當
な
る
商
業
取
引
設
備

の
供

給
と

い
ふ
こ
と
以
外
に
、
何
等
共
通

の
利
害
を
有
し
な
か

つ
た
。
そ
し
て
委
員
會
の
義
務
の
殆
ど
す
べ
て
は
、
此
要

求
の
満
足
に
存
し
カ
。
総
會
は
緊
急
の
用
件
を
庭
理
す
る
爲

め
に
、
極

め
て
稀
に
し
か
開
か
れ
な
か
つ
π
。
組
合
員

が
糧
績
的
に
委
員
會
を
監
覗
す
る
の
規
定
も
な
け
れ
ば
、
保
瞼
者
及
び
仲
立
人
の
利
害
に
影
響
す
る
問
題
に
劉
し
て

委
員
會
が
織
績
的
に
注
意
を
彿
ふ
。へ
き
旨
の
規
定
も
な
か
つ
π

の
で
あ
る
。
其
後

二
十
年
に
し
て

ロ
イ
ズ
が
成
年
期

に
到
達
し
π
の
は
實

に
職
孚
そ
の
も
の
に
負
ふ
の
で
あ
る
。

≡…

 

ロ
イ
ズ
の
薮
展
史
上
重
要
な
る
役
割
を
演

じ
π
る
も

の
は

フ
ラ

ン
ス
の
革
命

軍
及

び
ナ
ポ

レ
オ

ン
に
劉
す

る
英

國

の
永

い
間

の
抗
孚
で
あ

る
。

乙
れ
は

二
同

の
短

い
休
職
期
間
が
あ

つ
π
け
れ
ど
も

一
七
九
三
年

か
ら

一
入

一
五
年
ま



で
織
績

し
π

の
で
あ

る
。
而
し
て
、
此
職
孚

に
は
イ
ギ
リ

ス
王
國
自

身
が
運
命

を
賭
し
π
る
が
如
く
、

ロ
イ
ズ
竜
亦

非
常
な

る
危
機

に
遭
遇

し
π

の
で
あ

る
。
實

に
英
國
海
軍
力

の
優

越
性
が
確
認

さ
れ

る
以
前

に
は
多
歎

の
憂
慮
す

べ

き
事
態

が
磯
生
し
π
の
で
あ

つ
禿
。
否

、
ト
ラ

フ
ア

ル
ガ

ル
の
海
職

に
よ

つ
て
侵
略
及
び
封
鎖

の
危
瞼

を
除

か
れ
尤

後
と
錐
も

、
敵

の
輕
装
船

に
よ

つ
て
英
國

の
商
業

に
與

へ
ら
れ
π
る
恐

る
べ
き

打
撃

は
如
何
と

も
爲

し
難
か

っ
尤

の

で
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス
の
私
掠
船

は
到

る
所
に
活
躍
し
、
今

次

の
欧
洲

大
職
に
於

け
る
ド
イ

ッ
艦

エ
ム
デ

ン
に
類
似

す

る
も

の
が
少
く
な
か

つ
疫
。

ま

π

、
ナ
ポ

レ
オ

ン
の

ベ
ル
リ

ン
及

び
ミ
ラ

ノ
敷
・分
及

び
之

に
劃
抗

す

る
爲

め
英
國
政
府

の
採

ウ
π
る
手
段

は
、

出
港
禁
止
、
抑
留
等

を
繁

か
ら
し

め
π
。
諸
國

は
漸
次
に
、
或
は
兵

力

に
よ
う
或
は
強
追

に
よ

つ
て
英
國
船
舶

に
封

し
港
を
閉
鎖

し
π
。
そ
し
て
、
英
國
商

品

は

ヨ
ー

ロ
ツ
バ
の
大
部
分

に
於

て
没
牧
せ
ら
る

㌦
の
危
瞼

に
瀕
し
π
の
で

あ

る
。
然

る
に
、
多
く

の
商
品

は
欧
洲
諸

國
に
向
け

て
螢
邊

さ
れ
、
中

に
は

フ
ラ

ン
ス
を
目
的
地
と
し
π
竜

の
竜
あ

つ
禿
。
何
故

に
劃
敵
取
引
が
許
さ
れ
π
か
と

い
ふ

に
、
當

時
は
貿

易
差
額

を
有
利
な
ら
し
む
る
駕

め
に
は
、
か

㌧
る

取
引
も
差
支
な

い
と

の
意
見
が

一
般

に
行
は
れ
π
駕

め
で
あ

る
。
勿
論
、
か

＼
る
取
引

に
劃

し
て
は
、
最
初

か
ら
制

限
が
設

け
ら

れ
て
あ

つ
カ
。
即
ち

一
七
九
三
年

の

ツ

レ
ー
ト
ラ

ス
・
コ
レ
ス
ポ

ン
デ

ン
ス
・
ピ

ル
に
は

フ
ラ

ン
ス
領
内

に
居
佳
す

る
人

に
属
す

る
貨

物
又
は
船
舶

の
保
瞼

及
び

フ
ラ

ン
ス
の
港

に
仕
向
け
ら
れ
π
る
武
器
類

の
保
険

を
嚴
禁

西
暦
千
入
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
入
九
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五
九
〇

し
π
。
懐

た

ン
ラ

ン
ス
側

に
於

て
は
、
甥
英
取
引
を
欧
洲
諸

國
に
封

し

て
嚴
禁
し
π
。
然

し
、
實
際

に
於

て
、
敵
も

味
方
も
未
だ
重
商
主
義

の
理
論
及
び
純
粋
な

る
財
政
上

の
考
慮

に
よ

つ
て
支
配
さ
れ
て

ゐ
て
、
通
商

の
禁
止
よ
う
も

其
統
制
を
目
的
と
し

て
ゐ
た

の
で
あ
る
。
ナ
ポ

レ
オ

ン
の
重

大
な

る
目
的
は
欧
洲

大
陸
市
揚
か
ら
英
國
製
品
及

び
其

植

民
地
物
産

を
騙
逐

し
て
、
其
財
力
を
挫
き

、
以
て
其
聯
合
國

に
甥
す

る
補
助
金
供
給
を
絶

π

ん

と

す

る

に

あ

つ

π
。
之
に
封
し

、
英
國
政
府

は
英

國
の
商
品
を
中
部
欧
洲

に
邊
ら
ん
と
欲
し

、
若

し
竜
其

一
部
が

フ
ラ

ン
ス
の
手
に

渡
る

こ
と
あ

う
と
す

る
も
、
敵
國
か
ら
金

を
引
き

出
す

こ
と

に
な

る
と

し
て
満
足
し
だ

の
で
あ

る
。
ま

π
、
報
復

を

口
實

と
し

て
、
英
國
商
品

の
爲

め
に
大
陸
市
場
を
確
保
す

る

こ
と
を
目
的
と
し

て

ゐ
カ
と

い
ふ
。
然

し
か

＼
る
事
情

の
下

に
在

つ
て
は
、

フ
ラ

ン
ス
軍

の
支
配

に
属
す

る
領
土

に
仕
向
け
ら
れ
カ
る
す

べ
て
の
貨

物
は
イ
ギ
リ

ス
の
許
可

な
き
限

わ
没
牧

せ
ら

る
＼
こ
と

＼
な

つ
カ
。
而
し
て
、

一
入
〇
七
年

の
福
密
院
令

の
登
布
後

に
於

て
、

ロ
イ
ズ

の
委

員
會

は

「
英

軍
の
捕
獲

に
よ

つ
て
生

じ
π
る
損

害
を
支
彿

ふ
と

い
ふ
條
項

を
有
す

る
外
國
保
瞼
」

は
有
敷
な
る
か
否

か
を
國
家

の
諮
問
機
關

に
質
問

し
た
。
槍
事
総
長
を
含

む

こ
の
機
關

は
、
か

＼
る
保
瞼

が
英

國
叉

は
中
立
國

の
商
品

に

つ
い
て
結
ば
れ
π
る
と
き
は
有
敷
で

あ
う
、
敵
國

の
財
貨

に
劃
す

る
と
き

は
無
敷
な
わ
と
異
議
な
く
決
定
し
π
。

其
後

、
公
式

の
布
告

に
よ

つ
て
右

の
意
見
は
覆

さ
れ
て
、
英

國

の
捕
獲

に
封
す

る
保
瞼

の
不
法
性
は
確

立
し
π
。
然

し
、

ロ
イ
ズ
に
於
て
は
、
か

㌧
る
保
瞼

が
、
高
率

の
保
瞼
料

を
以

て
且

つ
謹
券
面

に
記
載

せ
ず

に
行

は
れ
得

π

の
で



,

あ

る
。

而
し

て
、
比
較
的
近
年
ま
で

イ
ギ
リ

ス
軍
に
よ
る
捕
獲

の
危
瞼
は
、
し
ば
ー

保
瞼
読
雰

に
針
止

め
に
き
れ

た
る
約
款
に
よ

つ
て
保
瞼
さ
れ
π
る
こ
と
は
、
如
何
に
か
＼
る
保
瞼
契
約
の
法
律
上
の
地
位
が
曖
昧
で
あ

つ
π
か
を

示
す
も
の
と
し
て
注
意
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
。

當

時
北
米
合
衆
國
は
英
國
と
準
和
關
係
に
在

つ
カ
け
れ
ど
も
、
其
卒
和
力
る
や
殆
ど
有
名
無
實
で
あ

つ
て
、
米
國

船
舶
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
及
び
其
聯
合
諸
國
に
向

け

ら

れ

カ

る
貨
物
を
運
邊
す
る
と
き
は
英
海
軍
に
よ
つ
て
掌
捕
さ

れ
、
不
ギ
リ
ス
と

の
通
商
を
駕
す
も
の
は

フ
ラ
ン
ス
海
軍
に
よ
つ
て
捕
獲
さ
れ
た
。

か

＼
る
事
情

の
下
に
於
て
は
、
掌
捕
さ
れ
π
る
貨
物
及
び
船
舶

の
藪
量
の
大
で
あ
う
、
從

つ
て

ロ
イ
ズ
保
瞼
者
の

受
け
た
る
打
撃
も
甚
し
か
つ
π
こ
と
は
容
易
に
想
像
し
得
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
英
國
船
舶
に
し
て
掌
捕
さ
れ
だ
る
数

は
甚
だ
多
か
つ
π
。
其
歎
字
に

つ
い
て
は
異
説
が
あ

る
け
れ
ど
も
、

一
七
九
三
年
か
ら

一
入
〇
二
年
四
月
二
+
三
日

ま
で
の
傘
捕
せ
ら
れ
だ
る
歎

は
三
千
九
百
+
九
隻

に
達
し
、
そ
の
う
ち
取
戻
し
得
π
る
も
の
は
僅
か
に
七
百
九
+
九

隻

に
過
ぎ
な

い
と

い
ふ
説
が
最
も
眞

に
近

い
。
さ
れ
ば
差
引
三
千
百
二
十
隻
は
敵
の
手
中
に
蹄
し
π
の
で
あ

る
。
即

ち
當
時
英
國
の
海
外
貿
易
船

は
年
準
均
三
千
五
百
五
十
隻
と
推
測
せ
ら
れ
得

る
が
故
に
、
毎
年
卒
均
其
七

・
七
二
%

は
傘
捕
さ
れ
て
正
味
六

・
一
七
%
は
没
牧
さ
れ
尤
の
で
あ
る
。

之
を
以
て
見
れ
ば
、
如
何
に

ロ
イ
ズ
の
保
瞼
者
π
ち
が
不
安
に
騙
ら
れ
π
か
は
想
像
に
飴
ウ
あ
う
と
言
は
ね
ば
な

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
九

一



亀
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第
五
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(
下
)

五
九

二

ら
な

い
。
殊
に
此
等
の
捕
獲
は
職
璽

の
全
期
間
中
李
均
的
に
且

つ
全
海
上
商
業

に
封
し
て
起

つ
π
竜

の
で
な

い
。
ま

π
最
も
危
瞼
な
る
航
海
に
劉
し
て
は
、
し
ば
く

最
高
金
額
の
保
瞼
契
約
が
あ

つ
控
。
更

に
此
等
の
職
箏
危
瞼

に
加

ふ
る
に
普
通

の
海
上
危
瞼
が
あ

つ
π
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
内
外
航
海
を
合
算
す
れ
ば
、
藪
字
的
に
は
職
箏
危
瞼
と
殆

ど

匹
敵

し

π

の
で

あ

る
。
の
み
な
ら
ず
、

ロ
イ
ズ
の
保
瞼
者
は
中
立
船
舶

の
貨
物
に
廣
く
利
害
關
係
を
結
ん
で
ゐ

π
。
而
し
て
此
等
の
貨
物
は
軍
に
海
上
の
捕
獲
の
み
な
ら
ず
港
内
に
於
け
る
掌
捕
及
び
國
内
通
過
の
危
瞼
に
つ
い
て

も
保
瞼
せ
ら
れ
て
ゐ
π
。

此
等

の
危
瞼
が
如
何
に
甚
し
か
つ
π
か
の
眞
相
は
其
等
の
危
瞼
を
反
映
す

る
所
の
保
瞼
料
率
を
分
析
す
る
こ
と
に

ょ

っ
て
知
ら
れ
得
る
。
例

へ
ば
ト
ラ

フ
ァ
ル
ガ

ル
海
職
の
年
に
於
て
特
に
敵
艦
隊
の
活
動
に
よ
つ
て
影
響
せ
ら
れ
カ

る
航
路
に
つ

い
て
見
る
に
、
西
印
度
か
ら
の
復
航
に
封
し
て
、

ロ
イ
ズ
保
瞼
者

の

一
人
ジ
ヤ
ン
ソ
ン
氏
は
其
年

の
前

四
宇
期

に
於

て
七
十
六
の
危
瞼
を
引
き
受
け
カ
が
其
竿
均
料
率
は
入

・
五
%
で
あ

つ
尤
。
ヴ
イ

ル
ナ
ー
ブ
艦
隊

の
西

印
度

へ
の
到
着
は
料
率
を

=
二
・
五
%

に
引
上
げ
、
更

に

一
五
%
叉
は
そ
れ
以
上
に
昂
騰
せ
し
め
π
。
彼
が
英
佛
海

峡
に
向

つ
π
と
き
は

一
六
%
に
達
し
π
が
、
カ
ル
デ
ア
と
優
柔
不
断
な
る
抗
事
を
駕
し
て
、
カ
ヂ
ス
に
蹄
着
し
π
る

後
は

一
一
%

に
下
降
し
π
。
其
後

の
三
四
宇
期
中
は

一
二
%
と

一
四
%

の
間
を
上
下
し
た
。
往
航
の
料
牽
は
低
か
つ

π
。
然
し
前
四
牢
期
中
の
干
均
率
は
六

・
五
%
で
第

二
期
に
於
て
は
九

・
五
%

に
昇
血
そ
れ
か
ら
吹
第
に
下
降
し
て



十

二
月
に
は
七
%
と
な

つ
禿
。

ジ
ヤ

マ
イ
カ
か
ら

の
復

航
に
劃
し

て
は
各

四
牢
期

の
準
均

は

一
〇

・
五
%

か
ら

一
五
%

の
間
を
上
下
し

、
最

高
料

牽

は

一
入
乃
至

二
〇
%
で
あ

つ
カ
。
懐

π
大
陸
と

の
大
密
貿
易

の
中
心
地
で
あ

つ
π

ア
ゾ

レ
ス
及

び

マ
デ

ィ
ラ
に
劃

す

る
往
航
叉

は
復
航

の
う
ち
に
は
、

三
〇
%

、
甚

し
き

は
五

〇
%

の
料
率
を
以
て
保
瞼

せ
ら
れ
π
竜

の
が
あ

つ
π
。

ト
ラ

ン
ァ
ル
ガ

ル
職
孚
後
に
於
て
も
、

ナ
ポ

レ
オ

ン
の
大
陸
封
鎖
令

が
登

せ
ら

れ
た
爲

め
に
、

ボ
ル
チ
ッ
ク
諸
港

を
経

て
中
部
欧
洲

に
仕
向
ら
れ
π

る
貨
物
及

び
其
運
邊
船
舶

に
封
す

る
危
瞼

は
減
少
し
な

い
の
み
な
ら
ず

、
却

つ
て

壇
加

し
π
。

ロ
イ
ズ
保
瞼
者

の

一
人

ダ
ン
ソ
ン
氏

の
記
録

に
よ
れ
ば

、

一
入
〇
五
年
頃

に
は
、
三
乃

至
五
%

の
料
率

で

、
此
種

の
貨

物
が
保
瞼

さ
れ

て

ゐ
た
が

一
入

○
入
年

に
は
二
〇
%

、
三
〇
%

、
甚
し
き

は
四
〇
%

の
料
率

が
出
現

し
π
の
で
あ
る
。

一
入

一
〇
年

乃
至

一
入

一
四
年

の
間
に
於

て
、
最
も
顯
著
な
る
事
項

は
、

一
入

一
二
年
六

月
に
米
國
が
職
箏

に
参

加
し
π

る
後
に
於

け
る
西
印
度

並
に
北
米
に
劃
す

る
料
率

の
突
螢
的
昂
騰
と

ボ
ル
チ
ッ
ク
料
率
が
大
陸

に
於

け
る
ナ

ポ

レ
オ

ン
軍
の
進
出
を
反
映
し

π
る
状

況
と
で
あ
る
。

一
入

一
〇
年
か
ら

=

一年
ま
で

は
、
復

航

に
封
す

る
年
竿
均

料
率

は

一
六
%
を
決
し

て
下
ら
な
か

つ
π
。

一
入

一
四
年

に
な

つ
て
、

ロ
シ
ァ
及

び

ス

エ
ー
デ

ン
が

大
陸
封

鎖

に
封

し

て
反
旗

を
翻
し

且
つ
プ

ロ
シ
ァ
猫

立

の
復
活

の
あ
蔭
で

四

・
七
%

に
下
落
し
π
。

乙
の
事

は

ボ
ブ

ソ
ン
氏

の
帳
簿

四
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
九
三

,
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五
九
四

に
依

つ
て
知

う
得

ら
れ
る
の
で

あ

る
。

右

の
や
う

に
保
瞼
料
は
高
率
で
あ

つ
π
か
ら
、
職
箏

の
全
期
間
を
通

じ
て
見
れ
ば
、
保
瞼
料
率

は
危
瞼

に
劉
し

て

適
當

な
も

の
に
は
ち
が

ひ
な

い
。
然

し
乍

ら

、

ロ
イ
ズ
の
安
定
が
苛
烈
な

る
試
練
を
受
け
た
る
時
も
あ

つ
カ
。
最
初

の
大
危
機

は

一
七
九
四
年

に
起

つ
π
。
即
ち

オ
ラ

ン
ダ
と

の
豫

想
外
な

る
開
職
が
英
國
諸
港

に
於
け

る
オ
ラ

ン
ダ
の

船

舶
及
び
貨
物

の
掌
捕

に
導

い
π
時
で
あ
る
。
此
等

の
財
産

に
劃

し
て
は
、
英
蘭

雨
國

の
親
善
關
係

を
信
じ
且

つ
か

＼
る
關
係
と
通
商
關
係
と
が
破
壊

せ
ら
れ
得

べ
し
と

の
危
惧
が
殆
ど
戚
ぜ
ら
れ
な
か

つ
π

の
で
、
實

に
莫
大
な

る
金

額

の
保
瞼
が

つ
け
て
あ

つ
た

の
で
あ

る
。
其

保
瞼
者
に
劉
す

る
賠
償
請

求
は
非
常

に
多
額

に
上

つ
た
の
で
、
法

津
的

救
濟
を
受
け
る
希
望
を
以
て
、

ロ
イ
ズ

の
委
員
會

は
首
相

ピ
ツ
ト
と
會
見
す
る
に
至

っ
π
ほ
ど
で
あ

つ
π
。
其

努
力

は
酬

え
ら
れ
ず

、
保
瞼
金
額

の
全
部

は

一
丈
竜
残
ら
ず

に
全
損
と

な

つ
π

の
で
あ

る
。
其
翌
年

リ

ッ
チ

エ
リ

ー
は

レ

バ
ン
ト
か
ら
護
衛
船
付
き
で
絹

物
を
主
と
し

て
積
載

せ
る
六
十
三
隻

の
う
ち
三
十
隻
を
掌
捕

し
カ
。
さ
れ
ば
、
此
等

の
ニ
ケ
年
間

に
、

ロ
バ
ー
ト

・
シ

エ
ッ
デ

ン
氏

た

つ
π

一
人
で
十
九
萬

ポ

ン
ー3
の
損
害
を
支
彿

つ
カ
と

い
ふ

乙
と
で

あ

る
。

一
七
九
七
年

に
は

フ
ラ

ン
ス
及
び

ス
ペ

エ
ン
の
米
國
船
舶

に
劃

す
る
制
裁
が
あ

つ
カ
が

、
そ

の
船
舶

の
大
部
分

は

ロ
ン
ド

ン
に
於

て
保
瞼

さ
れ

て
ゐ
π
。

ロ
シ
ア
皇
帝

ボ

ー
ル
は
同

國
の
諸
港

に
於

け
る
す

べ
て
の
英
國
船
舶
を
突
然



的

に
掌
捕
し
π
。
實

に
其
時

は
恐
る
べ
き
試
練

の
時
で
あ

つ
だ
と
は

ア
ン
ゲ

ル
シ
タ
ィ

ン
が
特
別
委
員

會
に
於

て
述

懐

せ
る
所
で
あ

る
。
同
皇
帝

の
死
去

に
よ

つ
て
其
財
産

は
其
後

に
返
還
さ
れ
た
が

、
そ
れ
ま
で

に
全
損

の
支
彿
を
駕

し
π
。
而
し
て

ア
メ
リ
カ
職
箏

の
際

に

コ
ル
ド

バ
の
捕
獲

に
よ

つ
て
惹
起

さ
れ
カ

る
が
如
き
結
果
を
生
ぜ
ず

に
、
其

支
彿
が
示
さ
れ
だ

こ
と
は
、

ロ
イ
ズ
の
安
定

性
の
大
な

る
こ
と
を
立
謹
す

る
も

の
で
あ

る
。
最
後

に
來

れ
る
は

一
入

一
〇
年

の

ボ
ル
チ

ッ
ク
掌
捕
で
あ
る
。
此
時

に
は

ス

エ
デ

ン
の
諸
港
だ
け
で
捕
獲
さ
れ
力
船
舶

に
封
し
て

η
イ
ズ
保

瞼
者
穴
ち
は
約

百
萬

ボ

ン
ド
の
保
瞼

契
約
上
の
責
任

を
有
し
て

ゐ
た
。

當

時

に
於

て
は
、
仲
立
人
竜
保
瞼
者

に
劣

ら
ず
苦
境

に
立

つ
π
。
殊

に
外
國

の
被

保
瞼
者

に
封

し
保
瞼

者

の
信
用

を
保
謹

し
カ

る
者

に
於

て
然
う
で
あ

つ
π
。

一
入

一
〇
年

の
特
別
委
員
會
か
ら
仲

立
人

の
手
藪
料

は
過
當

に
非
ず
や

と

の
質
問
を
受
け
π
る

ト

マ
ス

・
レ
ー
ド
は
左

の
如
き
忘
れ
難
き
返
答
を
蔦
し
π
。
曰
く

「
勢

力
、
不
安
心

、
不
断

の
困
惑

は
到
底
名
状

し
得
な

い
。
寧

ろ
此
仕
事

を
打
ち
切

つ
て
別

の
事
業
を
や

b
直
し
カ

い
と

思
ふ
」
と
。

戦
箏
危
瞼

よ
う
生
ず

る
心
の
不
安

と
動
揺
と

は
、

ロ
イ
ズ
に
於

て
は
、
少
し
も
新

し

い
事

柄
で
は
な

い
。
然

し
職

箏
損
害

の
結
果

は

一
七
入

一
年
に
生

じ
π

る
も

の
と
甚
だ
し
く
異

つ
て

ゐ
る
。
勿

論
、
破
産

者
竜
あ

つ
た
。
そ
し

て

ロ
イ
ズ
の
商

敵
は
聲
を
大

に
し
て
悪
宣
傳
を
行

つ
カ
。
然
し

一
入

一
〇
年

に
集

め
ら
れ
カ

る
謹
撮

に
よ
れ
ば

、
破
産

は
其
莫
大
な
る
取
引
量

に
比
較

す
れ
ば
、
質

に
於

て
も
量

に
於

て
も
決
し
て
重
大
な
も

の
で
は
な

い
と

い
ふ

乙
と

は

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
九
五
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六

疑

ふ
べ
か
ら
ざ
る
所
で
あ

る
。
ま
π

、
有
力
な

る
保
瞼
者

の
信
用

は
決
し
て
手

ひ
ど

い
打
撃

を
受
け
な
か

つ
π
。
事

實

、

ロ
イ
ズ
は
職
箏

に
依

つ
て

一
七
九

三
年
代
よ
り
も
遙

に
大

い
な
る
且

つ
富

み
π
る
制
度
と
な

つ
π

の
で
あ

る
。

一
層
数
果
的

な
る
組

織
と
非
常

に
大
な
る
勢
力
を
有
す

る
に
到

つ
だ
。

こ
れ
か
ら
、

ロ
イ
ズ

の
登
展

に
及
ぼ
し
π

る

職
箏

の
影
響
及

び
職
箏

の
作
職

に
及
ぼ

し
π

る

ロ
イ
ズ

の
影
響
を
尋
ね
や
う
。

前
述
せ

る
が
如
く

フ
ラ

ン
ス
革
命
及

び
ナ
ポ

レ
オ

ン
職
箏

は

ロ
イ
ズ

の
保
瞼

者
に
苛
酷
な
る
不
安
と
重
大
な
る
損

害
を
持

ち
來

し
π
け
れ
ど

竜
、
非
常

な
る
利
盆
を
竜
π
ら
し
控

の
で
あ

つ
π
。
産
業
革
命

に
よ

つ
て
生
産
及

び
交
易

に
與

へ
ら

れ
た

る
刺
激

は
有
力
な
る
競
箏

の
排
除

に
よ

つ
て
更

に
強

め
ら
れ
控
。
ラ

ン
カ

シ
ア

ー
が

ア
ー
ク
ラ
イ

ト

や

ク

ロ
ム
プ

ト

ン
の
磯
明
を
利
用

し
て

ゐ
る
間

に
、
大
陸

の
生
産

及

び
商

業

の
大
中
心
諸

市
は
交
職

國
の
軍
隊

に
よ

つ
て
ふ
み

に
じ
ら
れ
、
過

酷
な

る
徴
兵
制
度

に
よ

つ
て
勢
働

力
を
奪

は
れ
、

且

つ
ナ
ポ

レ
オ

ン
式
職
法
と
不
可
分
な

る
軍
事

的
徴
螢

に
よ

つ
て
苦
し

め
ら
れ
π
。

イ
ギ

リ

ス
海
運
業

の
受

け
π
る
損
害

は
重
大
で
あ

つ
π
が

、
敵
國

の
商

船
隊
は
海
上
か
ら
そ

の
影

を
潜

め
カ
。
最
も
繁
華

な
う
し

フ
ラ

ン
ス
の
諸

港

の
街

路
は
線

草
を
以
て
蔽

は
れ
、
迷

っ

π
船

舶
が

一
つ
で
も
入
ら
う
竜

の
な
ら
、
群
集

は
熱
狂
し

て
そ

の
ま

わ
う

に
集

つ
π
。

こ
の
痛
懐
し

い
状
態

に
劃
し

て
は
、
ナ
ポ

レ
オ

ン
の
努
力
も
如
何
と
も
爲

し
得
な

か

つ
π
。
如
何
な

る
嚴
重
な

る

法
令

も
、
如
何

に
注
意
深

い
税
關
行
政
も
、
英

國
製
品
及

び
植
民
地
物
産

を
潟
望

せ
る
市
場

か
ら
遠
ざ
け
る

こ
と
を



得

な
か

つ
π
。
英
國
輸
出
及

び
再
輸
出

の
公
式

の
債
額
は
職
孚
直
前

の
三

ケ
年
間

に
於

て
、
卒

均

二
千

二
百
五
十
入

萬
六

千

ポ

ン
ー3
で
あ

つ
だ
が
、

一
八

一
一
年

=

一年
及

び

一
入

一
四
年

に
於

て
は
、
四
千

四
十
七
萬

一
千

ボ

ン
ド
に

達

し
カ
。

而
し

て
、
此
歎

字

に
は
職
箏

に
よ
る
物
慣

の
騰
貴

を
算

入
し

て
ゐ
な

い
の
で
あ

る
。
此
等

の
金
額

の
算
定

に
當

つ
て
、
政
府
は

一
六

九
四
年

に
定

め
ら
れ
π
る
債

格
率

に
從

つ
た

の
で
あ

る
。
而
し
て
、
大
陸
と

の
商
業

の
大

部
分

は
、
濁
乙
、

ス
カ

ン
ヂ
ナ

ピ
ア
又

は

ア
メ
リ
ヵ
の
船
腹

を
利
用
し
π
。
然
し
乍

ら
、
遠
洋
航
海
を
駕
す
駕

め
イ

ギ
リ

ス
を
出
帆

し
π
る
船
舶

の
歎

は
壇
加
し
π
。
帝

國

の
船
名
録

に
よ
れ
ば
、
英

國
船
舶

は

一
七
九

二
年

に
百
五
十

四
萬

ト

ン
で
あ

つ
カ
が

一
入

一
四
年
に
は
二
百
六
十

一
萬
六
千

ト
ン
に
激

壇
し
π
。

こ
の
事

は

ロ
イ
ズ

に
封
し
て
二

つ
の
影

響
を
及

し
カ
。
第

一
に
は
、
注
意

深

い
商

人
な
ら
誰

で
も
無

保
瞼

の
ま

＼

に
放
置
し

て
ゐ
ら
れ
な

い
危
瞼

に
劉
し
て
、
高
率

の
保
瞼
料
で

保
瞼
せ
ら

る
べ
き
通
商
及

び
船
舶

の
歎
量

が
著

し
く

壇

大
し
π

の
で
あ

る
。
第

二
に
は
、
其
保
護

の
爲

め
に
利
用

し
得

る
資
金
が
激
壇

し
π

の
で
あ

る
。

即
ち

ロ
ン
ド

ン

は
迅
速

に
富

を
壇
し
π
。
そ
し

て
、
保
瞼
業

に
よ

つ
て
大

い
な
る
財
産
を
作
う
得

π
。
從

つ
て
、
富

裕

に
し
て
有
爲

の
人
材
は

ロ
イ
ズ
に
於
け

る
利
得

の
分

け
前

に
預

か
ら
5
と
努
力

し
π

の
で
あ

る
。

其
結
果
と
し

て
大
額

の
保
瞼
契
約
が
容
易

に
締
結

さ
れ

る
や
う
に
な

つ
π
。
七
十
年
前
に

は

一
萬

ボ

ン
ド
の
保
瞼

は
例
外
と
考

へ
ら
れ
π
。
然

し

一
入

一
〇
年

に
は

ア

ン
ゲ

ル
シ
タ
イ

ン
は

ト

ン
ニ
ン
ゲ

ン
か
ら

の
船
舶

に
は
四
萬

ボ

西
暦
千
入
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
九
七
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ン
ド
、
西
印
度
か
ら
の
船
舶
及
び
貨

物

に
は
六
萬

ポ

ン
ド
、
ケ

ベ
ッ
ク
か
ら

の
毛
皮
轍
邊
定
期
船

に
剰
し
て
は
二
+

萬

ポ

ン
ド
の
保
瞼

を
引
受
く
る
能
力

あ
る

こ
と
を
秘
密

に
物
語

つ
て

ゐ
る
。
其
年

の
保
瞼
審

査

の
際

に
、
あ

る
謹
人

は
東

印
度

か
ら

の
船
舶

に
封
し

二
十
五
萬

ポ

ン
ド
の
保
瞼

を
締
結

し
た

こ
と
を
語

つ
尤
。
而
し

て
、
職
孚

中
に
保
瞼

さ
れ
カ
る
最
大

の
軍

一
的
危
瞼
は

べ
ラ

・
ク

ル
ズ
登

の
ヂ

ア
ナ
號
積

の
金
塊
及
び
正
貨

に
封
す

る
六
十
五
萬

六
千
入

百

ポ

ン
ド
で
あ

つ
π
。
而
し

て
、
二
萬

五
千

ポ

ン
ド
が

保
瞼
會
肚
に
よ

つ
て
引
受
ら
れ
π
外

、
そ

の
全
部
は

ア

ン
グ

ル
シ
タ
イ

ン
の
手
を
経
て
、

ロ
イ
ズ

の
保
瞼
者
が
引
受

け
π

の
で
あ

る
。

組
合
員

の
数
と

財
産

の
壇
進

に
件

つ
て
、
大
取
引
者

は
盆

ぞ
保
瞼
事
業
を
專

門
的

に
経
螢
す

る
傾
向
を
生
じ
π
。

職
業
的

保
瞼
者
と
著
名

な
賢
明
な

る
商
人
と

の
間

の
競
箏

は

一
七
二
〇
年
に
於

て
す
で

に
認

め
ら
れ

て
ゐ
尤
が
、

ア

メ
リ
カ
職
箏

の
爲

め
に

一
層
激

し
く
な

つ
尤
や
う
で
あ

る
。
兎

に
角

、
+
入
世
紀

の
末
葉

に
於

け
る
商
業

の
駿
達
、

保
瞼
法

の
磯
展
及
び
職
孚
危
険

の
複
難

な
る
問
題
は
普
通

の
商
人

の
有
し

て
ゐ
な

い
や
う
な
知
識
と
注
意
と

を
要
求

す

る
に
到

つ
π
。

ジ
オ

セ
ブ

・
マ
リ

ァ
ッ
ト
が

、

一
入

一
〇
年
議
會

に
於

て

ロ
イ
ズ
を
辮
護

し
だ
際

に
言

つ
カ
所

に

よ
れ
ば
、
現
行

保
瞼
料
率
や
、
季

均
的
賠
償
請

求

の
作
成

方
法
や
其
他

の
保
瞼
事
業

の
技
術
的
事

項

の
す

べ
て
を
知

る
だ
け
で

は
、
保
瞼
者
と

し
て
充
分
で

は
な

い
。
彼

は
世
界
各
國

の
諸

港
及
び
通
路

の
安
全

及
び
危
瞼

、
各
國
を
往

來
す

る
航
海

の
性
質
及

び
各
種

の
航
海

を
企
て
る
に
適

當
な

る
時
期

に
つ

い
て
知

る

こ
と
を
要
す

る
。
彼

は
國
家

の



事
情

に
精
通
す
る
の
み
で
な
く
、
自
國
及
び
敵
國
の
海
軍
の
根
擦
地

に
精
通
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
世
界
各
國
間
の
關

係
に
於
け
る
漫
化
の
登
生
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
汲
、
之
を
要
す
る
に
、
保
険
事
業
に
樹
し
多
大
の
時
間
と
注
意

と
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

勿
論
、
組
合
員

の
多
歎
が
保
瞼
事
業
を
他
業
と
兼
螢
し
π

こ
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
保

瞼
市
場
を
支
配
し
、
大
な
る
保
瞼
取
引

に
劃
し
て
最
初
に
署
名
し
、
且
つ
保
瞼

の
相
揚
を
決
定
し
π
る
者
は
、
保
瞼

事
業
を
唯

一
若
く
は
主
た
る
職
業
と
爲
し
π
る
人
々
で
あ

つ
た
。
此
等
の
人
々
の
う
ち
の
多
数
は
、
現
時
の
保
瞼
代

、

理
人
の
や
う
に
、
他
人
の
名

に
於
て
保
瞼
謹
雰
に
署
名
す
る
を
常
と
し
て
ゐ
π
。

さ
て
、

ロ
イ
ズ
に
於
け
る
、
保
瞼
專
業
者
又
は
保
瞼
兼
業
者
の
う
ち
に
は
、
素
晴
ら
し

い
人
物
が
居
π
。
例

へ
ば

疑
ひ
も
無
く
欧
洲
第

一
流

の
商
人
ー

知
識
及
び
才
能
に
於
て
第

一
、
而
し
て
性
行
と
財
産
に
於

て
も
第

一

で

あ

つ
た

サ

ー
。
フ
ラ

ン

シ

ス
・
ベ

ー

リ

ン
グ

が

居

π

。

大

謄

無

比

の

冒

瞼

者

で

あ

う

、

動

物

油

と

外

國

公

債

の

大

規

模

な

る
投

機

に

よ

つ

て

、

ロ

ン

ド

ン
全

市

を

眩

惑

し

π

る

リ

チ

ヤ

ー
ド

・
ソ

ー

ン

ト

ン
が

居

力

。

ま

π

、

奴

隷

解

放

に

反

劃

し

た

る

有

名

な

る

ザ

ー

チ

ァ

リ

ー

.

マ

コ
ー

レ

ー
が

ゐ
夜

。

然

し

此

等

の
人

々

の

有

名

な

の

は

、

保

瞼

事

業

以

外

の
方

面

に
於

て

讐
あ

る

。

而

し

て

、

ロ
イ

ズ

そ

の

も

の

に

最

も

深

い
足

跡

を

印

し

た

る

者

は

、

ジ

オ

ン

・
ジ

ユ
リ

・
ア

ス
漁
ア

ン
ゲ

ル

シ

ユ
タ

イ

ン
と

ブ

ル

ッ
ク

・
ワ

ッ

ト

ス

ン
で

あ

つ
π

。

-

両
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

五
九
九
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今
や
、

ア

ン
ゲ

ル
シ
タ
イ

ン
は
彼

の
名
轡

の
極
黙

に
達

し
た
。
保
瞼

仲
立
人
と
し

て
の
彼

は
、
時
を
異

に
し
て
、

歎

人

の
組
合
員
を
も

つ
て
ゐ
尤
が
、
其
商
店

に
信
用
を
與

へ
た

の
は
、
彼
自
身
で
あ

つ
た
。
保
瞼
者

と
し
て
は
、
彼

の
判
断

は
非
常

に
尊
敬
さ
れ
、
彼

の
姓
名

が
保
瞼
謹
雰

に
現
れ
だ
と
き

に
は
、
他

の
保
険
者
は
躊
躇

せ
ず

に
彼

に
微

つ
π
。
此
種

の
保
瞼
謹
雰

は

ジ
リ
ア

ン
ス
と

い
ふ
名
碁
あ

る
異
名

を
附

け
ら
れ

て
ゐ
π
。
彼

の
偉
大

な
る
才
能

、
高

筒

な

る
性
行

及
び
長

い
経
瞼
は

、

ロ
イ
ズ
に
於

け
る
無
敵

の
勢
力

を
彼

に
與

へ
π
。
何
人
と
錐
も

ロ
イ
ズ

の
慣

習
に

つ

い
て
、
彼
ほ
ど

の
権
威
を
以

て
語
う
得

な

か

つ

π
。

か
く

の

如
き
商

業
的
才
能

の
外

に
、
彼

は
廣

い
趣
味

を
有

し

、
上
品
で
他
人
を
歎
待

し
且

つ
金
放
れ
が
良

か

つ
距

の
で

、
普
通

の
商
人

よ
う
は
蓬

か
に
肚
交

の
範
園
が
康

か

っ

だ
。
多
歎

の
文
士
や
詩
人
と
相
識

り
、
ま
π
書
書

に
關

し
て
は
高

い
鑑
識
眼
を
有
し

て
多
数

の
名
作

を
購

入
し
π
。

現
在

、

ロ
ン
ド

ン
の
ナ

シ
オ
ナ

ル

・
ガ

レ
リ

ー
の
中
心
を
成
す
も

の
は
、
彼

の
死
後

、

一
入

二
三
年

に
國
家

の
爲

め

に
獲
得
さ
れ
カ
る
彼

の
蒐
集
品
で
あ

る
。
彼

の
富

裕
な
る
地
位

と
優
雅

な
る
態
度

と
は
ウ
ィ
リ

ア
ム

・
ピ
ツ
ト
を
傾

聴

せ
し

む
る
に
到

ち
、
職
時
財
政

の
顧
問

た
ら
し

め
カ
。
彼

は
大
藏
省
謹
雰

の
登
行
と
か
富

く

じ
の
方
策
を
探

る
べ

き

こ
と
を

ピ

ツ
ト
に
進
言

し
π

の
で
あ

つ
虎
。

彼

の
事
業

に
し
て

ロ
イ
ズ
と

一
層

密
接
な

る
關
係
あ

る
も

の
は
、
船
名

の
愛

更
を
禁
止
す

る
法
律
を
通
過

せ
し

め

カ

こ
と
で
あ

る
。
當

時

の
状

況
の
下

に
於

て
は
、
船
名
愛
更

に
よ

つ
て
保
瞼

金
を
詐
取
し
得

る
機
會
が
甚
だ
多

か

つ



穴

の
で
あ

る
。
然

し
乍
ら
、
彼

が

ロ
イ
ズ
に
劃

し
て
鑑
く
し
π
る
最
大

の
功
績

は
彼

の
永

い
生
涯
を
通
じ

て
與

へ
尤

る
保
瞼
及

び
仲
立
業

に
於

け
る
進
取

、
決
断

及
び
忠
誠

の
實
例
そ
れ
で
あ

る
。

海

上
保
瞼
界

に
於

て
は
ア

ン
ゲ

ル
シ
タ
ィ

ン
程
有
名

で
は
な

い
が

、
ブ

ル
ッ
ク

。
ワ

ッ
ト

メ
ン
も

ロ
イ
ズ

の
螢
展

に

つ

い
て
は
彼

に
劣
ら
な

い
ほ
ど

の
重
要
な

る
役
割
を
演
じ
た

の
で
あ
る
。

一
七
三
五
年

に
生

れ
年
額
三
百

ポ

ン
ド

の
敗
入
あ

る
小
遺
産
を
縫
承
し
π

の
で
あ

る
。
彼

は
早
く

か
ら
主
計
と
し
て
各
地
に
韓
職

し
、

一
七
九
入
年

に
は
英

國
陸

軍
の
主
計
総
盈

に
任
ぜ
ら
れ
禿

。
他
方
彼

は
、
英
蘭
銀

行

の
取
締
役
と
な

う

一
七
入
四
年

か
ら
九
三
年
ま
で
市

會
議
員
と
な
う
、

一
七
九
六
年

に
は
市
長

に
任
ぜ
ら
れ
π
。
そ
し

て
、
此
年

に

ロ
イ
ズ
の
議
長

に
選
基

さ
れ
だ
。

か

く

て
彼

の
名
盤
は
噴

々
π
る
も

の
で
あ

つ
た
。
然

し
、
彼

に
は
多
歎

の
敵
が
あ

つ
π
。
彼

は
熱
心
な

る
職
箏
主
張
者

で
あ

つ
π
か
ら

、
経
螢

上
の
損

失

に
よ

つ
て
強

め
ら

れ
尤

る

ホ
イ
グ
黛

の
卒
和
主
義
者
と
衝
突

し
π
。
懐
π
、

ロ
ン

ド

ン
市

會
に
於

て
討
議

を
拒

絶
し
カ

＼
め
に
敵
を
作

つ
た
。

然
し
、

ロ
イ
ズ

に
は
彼

の
敵
が
な

か

つ
カ
。
彼
は

一
七
七

二
年

の
最
初
の
委
員
會

の

一
員
で
あ

つ
た
。
而
し

て
、

一
入
〇
七
年

に
死
去
す
る
ま
で
熱

心
に
出
席
し
π
。
彼
が
早
く
か
ら
重
要
人

物
で
あ

つ
π

こ
と
は

一
七
入

一
年

及
び

入
六
年

の
重
要

な
る
総
會
を
司
會
し
π

こ
と

に
よ

つ
て
知

ら
れ
る
。

一
七
九
六
年

に
は
議

長
と
な

う
、

一
入
〇
六
年

ま
で
此
職
に
在

つ
π
。
此

の
間
、
彼

は
進

取
的
且

つ
用
意

周
到
な

る

ロ
イ
ズ
の
議
長
で
あ

つ
π
。

而
し

て
、

一
七
九

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

六
〇

占
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六
〇
二

六
年

に
委
員
會

か
ら
退

い
π

ア

ン
ゲ

ル

シ
タ
イ

ン
以
上

に
、
此
等
十
年
間

の
多

難
な
う
し
時
代

の

ロ
イ
ズ

の
登
展

に

貢
献

し
π

の
で
あ

つ
π
。

實

に

ロ
イ
ズ
を

一
つ
の
會
祉
と

し
て
組
織
せ
ん
と
す

る
最
初

の
現
實
的

な
る
計
書
は
、
ブ

ル
ッ
ク

・
ワ

ッ
ト

ス
ン

の
指
導

の
下
に
於

て
樹
立

さ
れ
π

の
で
あ

る
。
尤

も
其
磯
展

の
刺
激

は
、
最
初

に
は
、
奮
式

な
る

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ

ス

制
度

に
封
す
る

一
般
的
不
満
よ
う
も

、
職
孚

か
ら
生

じ
π
る
事

態

の
趣
迫

か
ら
來
た
も

の
で

は
あ

る
。
元
來

、

ロ
イ

ズ
は
開
職

の
當
初
か
ら
海
軍
省

と
密
接

不
断

の
接
鯛
を

保

つ
て
ゐ
尤
。
最
初

に
は
海
軍
省

と

の
通
信

は
、
海
事

の
報

導

に

つ

い
て
責

任
を
負

つ
て
ゐ
力
主
人

の
手

に
よ

つ
て
行

は
れ
た
。
護
衛
船
付
き

の
船
舶
表
及

び
護
衛
船

な
し
で
航

海

し
得

る
免
許
を
得
π
る
船
舶

の
表

に
封
し

て
は
委
員
會
が
費

用
を
支
辮

し
カ
。
然

し
此
等

の
表

は
海
軍
省

か
ら
主

人

に
届
け
ら
れ
た
。
そ

の
代
り
に
、

テ

ー
ラ

ー
及

び
彼

の
後
繊

者
は

コ
ヒ
ー

・
ハ
ゥ

ス
に
て
受
取

つ
π
世
界
諸
港

か

ら

の
情
報

に
含
ま
れ

て
ゐ
る
重
要
な

る
報
導

の
爲
し
を
規
則
的
に
海

軍
省

へ
邊

附
し

て
ゐ
尤
。
然

し
ハ
海
軍
省

の
活

動

を
求

め
る
駕

め
の
通
信

は
、
委
員
會

か
ら
螢
せ
ら
れ
π

の
で
あ

る
。

當

時

、
長
距
離

の
海

上
交

通

の
大
部
分

は
護

衛
船
付
き
で
行
は
れ
π
。
特
別
な

る
場
合

を
除
き
海
外
貿
易
船

に
は

護
衛
船

を
付
け

る

こ
と
を
強
制
す

る
法
津
が

一
七
九
入
年

に
制
定

さ
れ
π

の
だ

が
、
そ
れ
以
前
か
ら

、
之
の
事

は
行

は
れ

て
ゐ
π
。

そ
し

て
、
保
瞼
者

は
護
衛
船
付
き
ぞ

無
事

に
到
着

し
控

る
場
合
に
は
多
額

の
保
瞼
料

割
戻

を
行

っ
π



の
で
あ

る
。
懐

虎
護
衛

指
揮

官

の
命

令
に
服
從

し
な
か
つ

π
船
長
は
罰

せ
ら
れ
る

こ
と
に
な

つ
て
ゐ
π
が
、
船

足

の

速

い
船
舶

は
、
商

品
を
な

る
べ
く
早
く
市
場

に
逸

り
届
け

て
利
盆
を
得

る
爲

め
に
、
指
揮
官

の
命
令

に
服
從

し
な

い

こ
と
が
多
か

つ
π
。
か

＼
る
行
爲

を
行

つ
尤
船
長

に
封

し
て
適
當

の
制
裁

を
加
ふ
べ
き
で
あ

る
こ
と
を

一
七
九
四
年

の

ロ
イ
ズ
の
総
會
は
決
議

し
て
ゐ
る
。
此
決
議
文
は
税
關
及

び

ロ
ー
ヤ

ル
・
エ
ッ
キ

ス
チ

エ
ン
ヂ
附
近

の

コ
ヒ
ー
・
ハ

ゥ

メ
に
逡
り
届
け
ら
れ
カ
。
同
時

に

ロ
イ
ズ
の
委
員
會

は
海
軍
省

に
劉
し

て
通
商
上
適
當

の
保
護

を
與

へ
ら
れ
む

こ

と

を
請

願
し
カ
。
.

此
時

か
ら
後

は
、

ロ
イ
ズ
の
委
員
會

は
海
軍
省
と

の
通

信
を
繊
績

し
カ
。
そ

し
て
護
衛
船
規

則
が
遵
守

さ
れ
る
や

う

に
協
力

し
カ
。
即
ち

、
船

長
及

び
船
主

の
側

に
於

け
る
護
衛
船

に
劉
す

る
不
卒
は
之
を
海
軍
省

に
取
次
ぎ

、
海
軍

の
側
に
於

け
る
船

長
に
劃
す

る
不
卒

は
之
を
船

主

に
取
次

い
だ

の
で
あ

る
。
時

に
は
船
長
又

は
船

主

の
護
衛
船

に
劉

す
る
戚
謝
状
若

く
は
船
長

に
劃
す

る
護
衛
指
揮

官

の
褒
状

を
取

次
ぐ
と

い
ふ
楡
快
な

る
仕
事

を
も
爲
し
カ
。

か
く

て

ロ
イ
ズ
は
善
き

に
つ
け
悪
き

に

つ
け
、
海
軍
と
海
運
と

の
自
然

の
通
信
媒
介
者
と
な

つ
カ
。

右

の
外
、
護
衛
船

の
件

に
つ

い
て
、海
軍
省

を
通
ぜ
ず

に
、
海

軍

の
士
官
が
直
接

に

ロ
イ
ズ
と
通

信
を
駕
し
π
例
は

甚
だ
多

い
の
で
あ

る
。
そ

の
最
も
顯
著

な
る
も

の
は
、

一
七
九
入
年

十

二
月
は
副
提
督

ワ

ル
ド
グ

レ
ー
ヴ
か
ら
受
取

つ
π
手

紙
で
あ

る
。
同
氏

は
職
孚

の
経
験

を
基
礎
と

し
て
護
衛
船
規
則
草

案
を
作
成
し
、
墾
考
と

し
て

ロ
イ
ズ
の
主

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

六
〇
三
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六
〇
四

人

に
其
寓
本
を
邊
附
し
カ

の
で
あ

る
が
、
委
員

會

の
同
意
を
得

む
と
し
た

こ
と

は
明
で
あ

る
。
此
等

の
規
則

の
主

だ

る
目
的

は
被
護
衛
船
隊
中

に
劣
等
船
が
存
す

る
爲

め
に
生
ず

る
航
海

の
涯
延
を
除
く

こ
と

に
在

っ
π
。
當
時

の
護
衛

船
規
則
に

は
、
船
舶
が
必
要

な
る
通
信
旗
を
備

へ
ざ
る
限

う
、
其
螢
航
許
可
が
與

へ
ら
れ
な

い
旨

が
規
定

さ
れ

て
ゐ

π
。
ワ

ル
デ
グ

レ
ー
ヴ
案

は
更

に

一
歩
を
進

め
て
船
舶

の
帆
に
關
す

る
充
分
な
る
説

明
を
要
求
し
π
。

こ
の
案
は

ロ

イ
ズ

の
委
員
會

の
賛
同
を
得

力
。
委
員
會
は

ワ

ル
デ
グ

レ
ー
ヴ
の
手
紙
を
公
告
す

る
爲

め
に
入
ボ

ン
ド
以
上

の
費
用

を
支
出

し
、
此
等

の
規

則
が

一
般

に
採
用
さ
れ

且

つ
帆
と
同
様

に
錨
及

び
綱
具
に
竜
憤
張
適
用

さ
れ
む

こ
と
を
熱
望

し
π
。
此

目
的

の
爲

め
に
苦
團

し
π
が

、
護
衛
船
規
則

に
修
正
を
加

へ
し

む
る

こ
と

に
は
成

功
し
な
か

つ
た
。

右

の
如
き
海
軍
省
及

び
海
軍
士
官
と

の
密
接

な
る
關
係

は
、

ロ
イ
ズ

の
組
合
員
が
海
兵

、
海
員
及

び
其
家
族

の
駕

め
に
救
濟
基
金
を
設
け
π
る

こ
と

に
よ

つ
て

一
層
親
密
と
な

つ
た
。
當
時

、
海
兵
及

び
海
員

が
其
職
務

を
行
ふ
に
當

つ
て
死

亡
し
若
く

は
負
傷
し

て
も

、
國
家

は
之

に
封

し
て
何
等

の
救
濟
方

法
を
講
ぜ
ず

、
專
ら
民
間

の
慈
善
事
業
家

の
手

に
委

せ
カ

の
で
あ

る
。

か

、
る
事
情

の
下
に
於

て
、

ロ
イ
ズ
組
合
員

の
駕

し
π

る
愛
國
的
行
動
は
廣
く

全
英
國

の
賞
讃
を
受
け
且

つ
海

軍
省

か
ら
楡
ら

ざ
る
友

誼
を
か
ち
得
た

こ
と

は
當

然

の
之
と
で
あ

る
。

か
く

の
如
く

ロ
イ
ズ
組
合
員
が
慈
善
事
業
を

企
て
π

に
つ

い
て
は
、

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ

ス
な

る
も

の
が
慈
善
的
目
的

の
駕

め
に
其
以
前
か
ら
使
用

さ
れ
た
ご

と
を
同

想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
で

に

一
七
六
九
年

に
六

見
を
擁

せ
る



嶋

ヘ

ヘ

へ

零
落

し
π
や
も

め
が

ロ
イ
ズ
に
於

て
如
何

に
小
額

の
寄

附
で
竜
恵

ん
で
頂
き
度

い
旨
を
廣
告

し
て
ゐ
る
。
其
他

之
に

類

す

る
も

の
は
少
く

な
か

つ
π
や
う
で
あ

る
。

然

し

ニ
ユ
ー
・
ロ
イ
ズ
が

ロ
ー
ヤ

ル
・
エ
ッ
キ

ス
チ

エ
ン
ヂ

へ
移
轄
後
第

一
同

に
募
集

し
た
る
寄
附
は
か
な
う
大
規

模
な
も

の
で
あ

つ
カ
。
即
ち

一
七
入
二
年

に

ロ
ー
ヤ

ル

・
ヂ

ヨ
ー
ジ
號
難
破

の
罹
災
救
助
金

と
し
て
六
千
乃
至
七
千

ポ

ン
ド
を
集
め
た
の
で
あ

つ
カ
。

一
七
九

四
年

に
は
ラ

ツ
ト
ク
リ

ッ
ク
の
大
火

に
際
し

て
二
千
ボ

ン
ド
の
救

愉
金

を

ロ
イ
ズ
組

合
員

は
寄

附
し
た
。
其
翌
年

に
は
貧

困
勢
働
者

の
救
濟

委
員
會
が
設
け
ら
れ
た
。
然

し
海
上
保
瞼
者
π

る

性
質

上
、

ロ
イ
ズ
の
組
合
員
は
商
船
乗
組
員

の
遺
族

に
甥
し

て
最

も
親

切
で
あ

つ
た
。
之
が
爲

め
に

一
入
○
○
年

、

タ
イ

ム
ス
紙
は

ロ
イ
ズ
の
紳

土
は
海
員

の
孤
見

の
父
で
あ
る
と

の
記
事

を
掲

ぐ
る
に
至

つ
カ
。

か
く

の
如
く

ロ
イ
ズ
の
慈
善
事
業

は
活

濃
で
あ

つ
π
け
れ
ど
竜

、

フ
ラ

ン
ス
革
命
戦
孚

時
代

に
於

け

る
職
時
救
濟

基

金
は

ロ
イ
ズ

の
歴
史
上
最
も
重
要

な
る
も
の
で
あ

る
。
同
基
金

は
大
海
戦

の
度
毎

に

ロ
イ
ズ
組
合
員
を
中
心
と
し

て
募
集

さ
れ
π

の
で
あ
る
が

、
第

一
同
即
ち

一
七
九
四
年

の
六
月

の
海

職
後

の
如
き
は
、

ロ
イ
ズ
組
合
員
及
び
顧
客

の
集

會
に
於

て
わ

つ
か

一
時
間

足
ら
ず

の
間
に

一
千

ボ

ン
ド
以
上
の
寄

附
を
集

め
得

π
と

い
ふ
。
而
し

て
、

一
入
〇

二
年
寮
で

に
募
集
し
得

力
る
寄
附
総
額

は

一
萬

三
千

ポ

ン
ド
を
越

え
π

の
で
あ
る
。

此
等

の
寄
附
募

集
は

ロ
イ
ズ
組
合
と
し

て
公
式

に
行

っ
π
の
で
は
な

い
の
で

、

ロ
イ
ズ

の
委
員
會
は
其
寄
附
金

の

西
暦

干

八
百
年
前
後

の

ロ
イ
ズ

.

六

〇
五
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六
〇
六

庭
分

に
關
係

は
有
π
な
か

つ
π
。
ま
た
組
合
自
身

の
基
金

は
ま
だ

極

め
て
小
額

で
寄
附
を
爲
す

に
足
蚤
な
か

つ
π
。

一
七
九
入
年

に
到

つ
て

ロ
イ
ズ
は
組
合

と
し
て
、
國
防
費

一
千

ボ

ン
ド
を
寄
附
し
π
に
過
ぎ
な

い
。
然

る
に
、
公
衆

の
心
に
は
、

ロ
イ
ズ

の
組
合
員
が
募
集

し
た
諸

種

の
寄
附
金

は

ロ
イ
ズ
の
寄
附
と
し
て
、
刻
み
付

け
ら
れ

て
ゐ
る
。

こ
れ
、
蓋

し

ロ
イ
ズ

の
組
合
員
中

の
有
能
な
る
人
士
が
多
額

の
寄
附
を
爲

し
、
且

つ
多
忙
な

る
生
活
中

の
貴

重
な
る

時
間
を
割

い
て
廣
く

公
衆

の
同
情

に
訴

へ
、
且

つ
寄

附
金

の
庭
理

に
献
身
的
努
力
を
彿

ひ
た
る
に
外
な
ら
な

い
の
で

あ
ら
う
。
實

に
當
時

の

ロ
イ
ズ
は
現
在
市
役
所

の
爲

し

つ
＼
あ

る

こ
と

を
行

つ
て

ゐ
π

の
で
あ

る
。
か
く

て

ロ
イ
ズ

の
組
合
員

の
多
く
は

、
寄

附
金
募
集

委
員
會
員
と
し

て
、
艦
隊
司
令
や

艦
長
と
し
ば
し
ば
文
通

し
だ
。
而
し
て
、

ロ

イ
ズ
組
合
員

の
行
動

が
如
何

に
海
軍
側

に
於
て
尊

敬
さ
れ
債

値
を
認

め
ら
れ

て

ゐ
た
か
は
、

ア

ン
.ゲ

ル

シ
ユ
タ
イ

ン

に
邊

つ
π

ネ

ル
ソ
ン
提
督

の
手
紙

に
よ

つ
て
、
ま

こ
と

に
明

か
で
あ
る
。

爾

、
當
時

に
於

て
は
、
戦
箏

に
於

て
、
又
は
商
業

の
防
護

に
於

て
、
特

に
功
績

を
立
て
た
海
軍
士
官

に
劃
し

て
皿

叉

は
名
轡

の
刀
劒
を
賂
呈
す

る

こ
と
が
流
行
し
π
。
ま

π
敵

艦
に
劉
抗

し
て
自
分
等

の
船
舶

を
勇
敢

に
防
護

し
π

る

商
船

の
船
長

に
劃
し

て
も
、

ロ
イ
ズ
組
合

は
敬
意

を
表

す
る

こ
と
を
忘
れ
な

か

つ
π

の
で
あ

る
。

右

の
如
き
多
額

の
寄
附
金

の
募
集
と

、
公
衆

の
注
親

の
的
と
な
り
π
る

こ
と

＼
は
、

コ
ヒ
ー

・
ハ
ゥ

ス
に
於

け

る

協
同
精
脚

の
助
長
に
預

か

つ
て
力
あ

つ
π
。
然
し

、
之
以
上

に
此
黙
に
於

て
重
要

な

乙
と
は
、
護
衛
船

並
に
海
軍
省



の
保
護

の
件

に

つ

い
て
、
委
員
會
と
海
軍
省

と
が
直
接

の
通

信
を
開
始
し
π

こ
と
で
あ

る
。

か
く

て
、
最
初

に
は
、

取
引

設
備
と
其
費
用

の
問
題

に
關

は

つ
て

ゐ
尤
委
員
會
は
無

意
識
的

に
保
瞼
者
と
仲
立
人
と

の
共

通

の
利
害

問
題

に

つ

い
て
次
第

に
廣

い
責
任

を
負

ふ
や
う
に
な

つ
π
。
組

合
員
自
身

も
彼
等

の
共

同

の
利
害

に
盆

ζ
目
畳

め
て
、
委
員

・
會

に
勤

し
て
、
彼
等

に
影
響

あ

る
問
題

に
注
意
を
彿

は
れ
む

Z
と
を
盆

≧
希
望
す

る
に
到

つ
尤
。

從

つ
て
委
員
會

の
集

會
の
歎

は
塘
加
し
π
。

一
七
入
○
年

か
ら

一
七
九

三
年

嚢
で

に
、
わ
つ
か
十
入
同
開
か
れ
π

も

の
が

一
七
九
五
年

に
は
十
五
同
に
達

し

π

の

で

あ

る
。
其
後

も
毎
年
+
藪

同
づ

＼
開

か
れ
て
ゐ
る
。

の
み
な
ら

ず
、
非

公
式

の
委
員
會
は
頻

々
と
し

て
催
さ
れ
日
常

の
事
務
を
虜

理
し
カ
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
、
今
や
委
員
會

の

権
限

と
責
任
と
を
今
迄

よ
う
竜
明
確

に
規
定

す
べ
き
機

は
熟

し
禿

の
で
あ

る
。
而
し
て
、

ロ
イ
ズ
を

一
つ
の
組
合
と

し

て
よ
う

一
層
公
式
的

な
る
組
織
と
す

べ
き
第

一
歩

は

一
七
九
六
年

に
催
さ
れ
た

る
総
會

に
於

て
、
踏

み
出

さ
れ
た

の
で
あ

る
。
面

自

い
こ
と

に
は
、
此
総
會
は
新

し

い
主
人
を
指
名
す

る

こ
と
を
主
禿
る
目
的
と
し
た

の
で

、
組
織

の

問
題
は
其

時

の
思

ひ
付
き
で
あ

つ
π
と
思
は
れ

る

こ
と

、
是
で
あ

る
。

一
七
九

六
年

、

ジ

ヨ
ン

・
ベ
ネ

ツ
ト
と
協
力

し

て
ゐ
π

テ
ー
ラ

ー
は
死

亡
し
π

の
で
新

に
二
人

の
主

人
を
総
會
は
指
名

し
π
。

エ
ド
ワ

ー
ド

・
ト
レ
ゼ
ル

コ
ッ
ク

及

び
小

マ
ス

・
ホ
ブ
イ

ト
、
即
ち
是
れ
で
あ

る
。
か
く

て
主
人

は
三
人
と
な

つ
π
が

一
七
九
九
年

に

ト

γ
甘

ル

コ
ッ

ク
が
死

亡
し
て
、
ま

π
元

の
や
う
に
二
人
と
な

つ
控
。

四
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

六
〇
七
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六
〇
八

さ
て
、
主
人
指
名
問
題
解
決
後
、
組
合
員

は
毎
年

二
同
、
眞

夏
と

ク
リ

ス

マ
ス
に
於

て
総
會
を
開
催
す

べ
き

こ
と

及

び
年
次
報
告
及

び
計
算
報
告

書
を
提
出
す
べ
き

こ
と

を
議
決
し
π
。

ロ
ー
ヤ
ル
・
エ
ッ
ク
ス
チ

エ
ン
ヂ

ヘ
ニ
ユ
ー
・

ロ
イ
ズ
開
設
以
來

、
二
十

二
年
間
も
、
決
算
報
告

が
要

求
せ
ら
れ
な
か

つ
だ

こ
と

は
驚
く

べ

き

こ
と

で

あ

る
。
然

し
、
蝕

に
新

に
定
期
総

會
及

び
年
次
報

告
が
要
求

さ
れ
π

こ
と
は

一
暦
注
目
す

べ
き

こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

從
來

、

ロ
イ
ズ
の
團
禮
と

し
て
の
行
動

は
微

弱
で

且

つ
断
片
的
で
あ

つ
て
、
年
次
報
告

を
爲
す

に
足

る
も

の
が
な
か

つ
π
。
然

る
に
此
等

の
決
議

に
は
、

ロ
イ
ズ
が
其
組
合
員

の
利
盆
を
織
績
的

に
保
護
す

べ
き

一
大
制
度
で
あ

る
と

の

観
念
が

は
じ

め
て
現
れ
て

ゐ
る
。
か
く

て
、

ロ
イ
ズ
・
コ
ピ
ー
・
ハ
ウ

ス
は

ロ
イ
ズ
に
其
席
を
譲

つ
π

の
で
あ

る
。

四
年
後

に
は
更

に
大
改
革
が
行
は
れ
π
。
そ
れ
は
自
稻
組
合
員

に
劉

し

て

は

じ

め

て
資
格

の
制
限
を
爲

し
た

乙

と
、
是
で
あ
る
。
此
改
革

の
端
緒
も
亦

面
白

い
こ
と

に
は

ロ
イ
ズ
の
特

徴
を
示
し

て
ゐ
る
。
當

時

ロ
イ
ズ
に
は
多
歎

人
が
來
集

し
て
其
不
快

は
堪

え
難

い
竜

の
と
な

つ
π
。
委
員
會

は
新
し
く

一
室
を
獲
得

し
や
う
と
し
π
が

、
か
く

し

て
は
際
限
な

い
と
考

へ
π

の
で
他

の
手
段

を
採

る

こ

と

に

し

π
。
即
ち
從
來

十
五
ポ

ン
ド
を
納

む
れ
ば
會
員
と
な

う
、
ま

π
會
員

は
其
代

理
人
又

は
店
員
を
自
由

に
無

制
限

に
出
入
せ
し

め
得

π
の
で
あ

る
が

、

一
入
○
○
年

四
月

二

日
の
総
會

は
商

人
及

び
銀
行
家

に
し

て
保
瞼
業
を
粂
螢

す
る
者

、
保
瞼
者
及

び
保
険
仲

立
人

の
み
組
合
員
た
う
得

べ

き

こ
と
を
議

決
し
た

の
で
あ

る
。
ま

π
、
不
純
分
子

の
入
會
を
拒
絶
す

る
爲

め
に
各
候
補
者

は
少
く
と
も
六
名

の
組



合
員

の
推
薦

を
要
す
と
定

め
π
。
而
し
て
、
此
規
定

は
事
實
上
委
員
會

の
公
式

的
選
基

を
意
味
す

る
も

の
と
解

せ
ら

れ
π
。
懐
力
、
組

合
員

π
る
の
資

格
は
其
人

に
の
み
限
ら
れ
、
代

理
人
を

ロ
イ
ズ
に
出
入
せ
し

む
る
爲

め
に
は

、
別

に
入
會
金
十
五

ボ

ン
ド
を
要

し
π
。

而
し

て
會
員

は
黒

檀

の
名

札
を
入

口
で
呈
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
禿
。

乙
の
外

に
室
内

の
整
頓
及

び
船
舶

の
到
着
及

び
滅
失

の
掲
示
に
關
す

る
決
議

が
成

立
し
π
。
此
等

は
よ
う
有
敷

な

る
組
織
及
び
管

理

に
劃
す

る
希
望

が
盆

亡
壇
大
さ
れ
カ

る
こ
と

の
謹
明
と
し

て
興
味
あ

る
竜
の
で
あ

る
。

此
等

の
改
革

の
敷
果
は
忽
ち
.顯
れ
π
。
從
來

、
入
會
金
不
彿

の
人

々
は
績

々
と
し

て
支
彿
を
爲
し
カ
。

一
入
〇

一

年

七
月
三
十

日
迄

に
入
百
十
五

の
入
會
金
が
納
め
ら
れ
π
。
そ

の
う
ち
百
七
十
は
代

理
人

の
駕

め

の

竜

の

で

あ

る

が

、
之
に
よ

つ
て

ロ
イ
ズ

の
組
合
員

の
数

は
倍
加

し
カ
。
其
後

の
入
會
は
毎
年
干

均
し

て
來

て
百
五
十
乃
至

二
百
で

あ

る
。

こ
の
會
員
及

び
資
力

の
壇
加

が
如
何
な
る
結
果
を
も
π
ら

し
π
か
は
、
職
箏
期

間

の
後
年
に
於
け

る

質
イ
ズ

の
活
動
及

び
影

響

の
如
何

に
檜
加

し
π
る
か
に
よ

つ
て
明

に
知

う
得

ら

る

＼
の
で
あ

る
。

+
九
世
紀

に
入

つ
て
か
ら
の

ロ
イ
ズ
は
其
會
員
歎

に
於

て
、
其
團
結
力

に
於

て
、
ま
尤
其
富

に
於

て
、

一
七
九

三

年

の

ロ
イ
ズ
と

は
比
較

に
な
ら

諏
程

の
験
展
を
迭
げ
尤
。
從

つ
て
、
其
英
佛
職
孚

に
於
け
る
英
國
海

軍

の
作
職

に
及

し
π

る
影
響

は
愈

,
重

大
と

な

つ
π
。
此
黙
を
明

に
す

る
爲

め
に
は
、
先

づ

η
イ
ズ
そ

の
も

の
＼
異
常

な
る
登
達
を

語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

宍
〇
九
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宍

↓
0

先

づ

ロ
イ
ズ

の
會
場

の
廣

さ
は
新

に
大
き
な
室
が

一
入
〇

二
年

に
獲
得

さ
れ
て
最
初

の
も

の
に
比
す
れ
ば
約
四
倍

と
な

つ
π
。
然

か
も

、
會
員

の
歎

は
千

三
百

除
に
達

し
て
、
場
内

は
雑
踏
を
極

め
、
保
瞼
者

の
う
ち

に
は
、
着
席
し

得
ず

し
て
立

つ
力
痩

＼
保
瞼
謹
券

に
署
名
す
も

の
さ

へ
あ

つ
疫
、
ま

控
此
等

の
保
瞼
者

の
う
ち

に
は
特
種

の
取
引

に

つ

い
て
の
み
保
瞼
を
引
受

け
る
專

門
家
を
生
ず

る
に
至

つ
π
。
當
時
奴
隷

の
保
瞼
が
盛
に
行
は
れ
π
が

一
入

〇
六
年

及

び

一
入

一
一
年

の
法
律
に
よ

つ
て
奴
隷
責

買
と
共

に
其
保
瞼

も
禁

止
き
れ
π
。
ま

力
賭
博

保
瞼
も
行
は
れ

て
、

一

入

=
二
年

に
は
、
ナ

ポ

レ
オ

ン
の
生
命

及
び
自
由

に
關
す

る
保
瞼

さ

へ
結
ば
れ
π
。
火
災

保
瞼

は
、
か
な
う
古
く

か

ら
行

は
れ
π
や

う
で
あ
る
が
、
盆

ぐ
盛

に
行

は
れ

る
や

う
に
な

つ
π
。

然

し

ロ
イ
ズ

の
組

織
に
は
敏
陥
が
あ

つ
π
。
其
組
合

の
秘

書
的
事

務

に
封

し
て
適
當

な
る
規
定

の
な
か

つ
π

乙
と

で
あ

る
。
即
ち
諸
種

の
報
導

は

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ

ス
の
主

入
等

の
手

に
委
ね
ら
れ
て

ゐ
て
、
委
員
會
が
自
ら
通

信
を
爲

す

こ
と
が
極

め
て
稀
で
あ

つ
尤

こ
と

、
是
で

あ
る
。
往
時

の

ロ
イ
ズ
に
は
、
之
で
間

に
合

つ
た
。
然

し

一
大
制
度

と

な

つ
π

ロ
イ
ズ
に
は
勿
論
不
足
で
あ

る
b

さ
れ
ば
、

一
七
九
六
年
頃
す
で

に
秘
書
役

を
設
く

べ
き
議

が
起
り

、
委
員

會

は
之
を
可
決

し
カ
。
然
し
其
後

、
此
問
題

は
不
問

に
附
さ
れ
て

ゐ
π
。
然

る
に
、

一
入
〇
四
年
、
陸
軍
大
臣
は

コ

ピ
ー

・
ハ
ウ

ス
の
給
仕
等

と
文
通
す

る

乙
と
は
欲

せ
ざ

る
旨

を
、
甚

だ
鄭
重
な

る
方
法

に
於

て
で
は
あ

つ
π
が

、
明

に
し
カ
。
之
が
直
接

の
動
機

と
な

つ
て
か
、
同
年
入
月
十
四
日
、
委
員
會

は
小

ジ

ヨ
ン

。
ベ
ネ

ツ
ト
を
其
秘
書
役
と



し

て
採
用

す
る

こ
と

＼
し
π
。
小

ジ

ヨ
ン
は

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ

ス
の
主
人

の

一
人
で
あ

る
大

ジ

ヨ
ン

。
ベ
ネ

ッ
ト
の
子

息
で

、
當

時

二
+
六
歳

の
青
年
で
あ

つ
π
。
活
動
的
な
、
計
歎

に
明

る

い
、
聰
明
な
る
此
青
年

は
父

の
助
手
と
し

て

コ
ヒ
ー

・
ハ
ウ

ス
の
帳
簿
掛
を
し
て

ゐ
π
。
彼

は
不
擁
不
屈

の
精
紳
を
以

て
事
務

に
甘
ん
じ
熱

中
し

、

ロ
イ
ズ
の
船

舶
知
識

の
蒐
集
組
織

に

一
大
刷
新

を
加

ヘ
カ
。

一
入
〇
四
年
彼
が
就
任

の
際

に
は
右

の
組
織
は

二

つ
の
部
分
か
ら
成

つ
て

ゐ
疫
。

一
つ
は
世
界

の
港
灘

か
ら

の
通

信
書
類

に
よ
る
竜

の
で
此
等

の
信
書

は
、
郵
便
局
と

の
特
約

に
よ
め

、
は
じ

め
は
有
償

的
に
取
扱

は
れ
た
が

一
七
九

】
年
以
降

は

、
此
等

の
通

信
が
肚
會
全
般

の
利
盆
と
な
る
と

の
理
由

に
よ

つ
て
、
無
償
的
と
な

つ
π
。
ま

穴
臨
時
的

通
信
員
か
ら

の
報
告

も
あ

つ
π
。

も

一
つ
は
、
委
員
會

の
費
用

に
て
、
主
人
等
が
補
助
的
報
告
を
獲
得
す

る

こ
と
で

あ

つ
π
。
海
軍
省

か
ら
護
衛
船

及

び
免
許
船

の
表
を

、
東

印
度
會
肚

か
ら
返

信
を

、
重
要
諸
港
か
ら
特
別
報
告
を
得

π
る
等

の
如
き
是
で
あ

つ
て
、

其
費
用

は
年
額
百

ポ

ン
ド
に
達

し
π
。
而
し

て
船
舶
表

は
郵
税
を
免
除
さ
れ

で
ゐ
π
。

此
等

の
仕
事

の
全
部

の
管

理
は
相
愛

ら
ず
主
人
等

の
手
に
あ

つ
π
。
然

し
大

ジ

ヨ
ン

・
ベ
ネ

ツ
ト
は
組
合
員
室

の

用

務
で
多
忙
だ

つ
π

の
で
報
導

丈

の
謄
寓
及
び
掲
示
は

ホ
ワ
イ

ト
及

び
小

ジ

ヨ
ン
に
委

ね
ら
れ

る
や

う
に
な

つ
完
。

特

に
小

ジ

ヨ
ン
は
海
難
及

び
護

衛
船

に
關
す

る
書
類
を
猫
占
的

に
庭

理
し
π
。
彼

が
完
全
に
此
職
務

を
果
し
力

之
と

西
暦
千
八
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

六

一
一
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は
、
彼

の
活
動

の
最

小
部
分

に
過
ぎ
な

い
。
彼

は
當
時
存
在
し
完
る
報
導

の
源
泉

の
不
足
を
痛
戚

し
て
、
新

に
新
天

地

の
開
拓
を
志
し
た

の
で
あ
る
。
即
ち

、
彼

は
國
の
内
外
を
問
は
ず

、
有
盆
な
る
報

告
を
供
給
し
得

る
と

思
料

せ
る

人

々
と

個
人
的
な
且

つ
親
密
な

る
交
通

を
開
始
し
π
。
此
黙

に
於

て
彼

は
家

族
的

に
恵
凌
れ
て

ゐ
カ
。
彼

の
義

兄
に

は
艦
長
が
あ

つ
た
。
受
取

つ
た
報
導

は
彼
自

ら
整

理
し
π
。
彼

の
創
意

に
基

い
て
通
信
事
務

は
著
し
く
憤
張

し
π
。

新

し

い
通
信
員
竜
設
け
ら
れ
禿

。
船

舶
表
や
新

聞
は
各
地
か
ら
蒐
集

さ
れ
カ
。
か
く

て
委
員
會

は
報
導
費
用
と
し

て

年
額
五
百

ボ

ン
ド
以
上
を
支
出
す

る

こ
と

＼
な

つ
π
。
か
く

て
、

ロ
イ
ズ
に
集
ま

る
報
告

は
其
範
園
、
其
種
類

、
其

正
確
さ
及

び
其
新
鮮

さ
に
於

て
他

の
如
何

な

る
商
業
又

は
官
螢

の
制
度

の
そ

れ
を
遙

か
に
凌
駕
し
π

の
で
あ

る
。
し

か
も
、

ロ
イ
ズ
は
此
等

の
報
導
を
濁
占
せ
ず
、
出
來

る
限
め
公
衆

の
縦
覧

に
供

し
π
。
勿
論

、
組
合
員
室
内

の
書
類

及

び
黒
板

は
秘
密
に
厨
す
る
報
導

を
か
な
う
含

む
で
は

ゐ
カ
。
然

し
諸
港

か
ら

の
通
信
及

び
公
開
し
て
差
支
な

い
報

導

は

コ
ー
ヒ
ー
室
に
規

則
的

に
掲
示
さ
れ
π
。
そ
の
駕

め
に
、

一
般
公
衆
か

ら
は
威

謝
き
れ

、

ロ
イ
ズ
の
信
望

は
高

め
ら
れ
π
。

然

し
、

ロ
イ
ズ
の
名

を
全
國
的
に
高

め
π
竜

の
は

一
入
〇

三
年

に
於

け
る
愛
國
基
金

の
創
設
で
あ

る
。
す
で

に
述

べ
尤

る

一
入
○
○
年

の
改
革

に
よ

つ
て
、

ロ
イ
ズ
の
會
員
藪
ぼ

激

塘
し
、
其
基
金
は

一
入
〇

三
年

に
は

コ
ン
ソ
ル
公

債

に
て
四
萬

三
千
ポ

ン
ド
に
塘
加

し
禿
。
今

や

ロ
イ
ズ
は
團
禮
と

し
て
、
寄
附

を
爲

し
得

る
に
至

つ
π
。
尤

竜
此

の



前
年

に
於

て

ロ
イ
ズ
は
救

助
船
建
造
者

に
劃
し
て
百

ギ

ニ
ー
の
報
酬
を
與

へ
、
且

つ
委
員
會
は
救
命
艇
建
造

の
目
的

を

以
て
二
千

ボ

ン
ド
ま
で
を
支
出

し
得

る
権
限

を
與

へ
ら

れ
だ
。
此
種

の
補
助
を
得

ん
が
爲

め
の
申
込

は
少
く
な

か

つ
π
。
そ
し

て
、

ロ
イ
ズ

の
援
助

に
よ

つ
て

一
入

二
五
年
ま
で
に
二
十
除
隻

の
救
命
艇
は
建

造
さ
れ
尤

の
で
あ

る
。

從

つ
て
、
海

員
及

び
海
兵

は

ロ
イ
ズ
に
野
し

て
、
既

に
好
戚
を
有

つ
て

ゐ
π
。

一
入

二
四
年
、
水
難
救
濟
會

の
設

立

せ
ら
る
㌦
や

、

ロ
イ
ズ
は

二
千
ポ

ン
ド
の
淺
鯨

を
以
て
既

設

の
ボ

ー
ト
の
修
繕
費

に
宛

て
、
ま
π
此
會

に
謝
し

て
別

に
寄
附
を
爲

し
カ
。

救
命
艇
基
金
創
定

か
ら
五
年

の
後

、

ロ
イ
ズ
は

ロ
ン
ド

ン
病
院

に
五
千

ポ

ン
ド
の
寄
附
を
爲
し

ロ
ン
ド

ン
商
業

の

儒

め
に
使
用

さ
れ
π
る
海
員

の
治
療
費

に
宛

て
ら
れ
ん

こ
と
を
望
み
、
ま
π
別

に
個
人
的
寄
附
を
も
渤
誘

し
π
。
然

し
、
此
等

は
前
述

せ
る
愛

國
基
金

よ
う
遙

か
に
小
さ

い
も

の
で
あ

る
。

愛
國
基
金

の
創

設
は

一
入
〇
三
年

七
月

二
十

日
の
総
會

に
於

て
議

せ

ら

れ

π
。
其

際

に
成

立

せ

る
決
議

に
よ
れ

ば
、
同
基
金

の
目
的

は
主
と
し

て
海
軍

々
人
を
激
働

し
且

つ
其

病
傷

に
劉

し
又

は
其
遺
族

に
封
し

て
救
濟
を
爲
す

こ

と
に
在

つ
尤
。
而
し
て
、

ロ
イ
ズ
は

二
萬

ボ

ン
ド
の

コ
ン
ソ
ル
公
債
を

此
基
金
と

し

て
支
出
し

、
且

つ

一
般

の
寄
附

を
募
集
す

る

こ
と

＼
な

つ
π
。

二
週
間

以
内

に
於

て
、
愛

國
基
金
は
、
實

に
七
萬

ポ

ン
ド
を
超
過
す
る
に
至

つ
だ
。

而
し

て
、

こ
の

ロ
イ
ズ

の
事

業
は
あ

ら
ゆ
る
階
級
、
あ

ら
ゆ

る
種
類

の
人

々
か
ら
支
持

さ
れ
π

の
で
あ

つ
た
。

西
暦
千
入
百
年
前
後
の

ロ
イ
メ

六

=
二
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右

の
基
金

は
愛
國
基
金
委
員
會

の
手

に
移

さ
れ
廣

く
國
家
的
事
業

と
な

つ
だ
が

、
其
時

か
ら

ロ
イ
ズ
は
組
合
と
し

て
、
其
基

金

の
管
理
と
無
關
係

に
な

つ
た
。
然

し
、
此
事
業

は

ロ
イ
ズ
が
着
手

し
π

の
で
、
其
委
員
會
に
は
多
歎

の

ロ
イ
ズ
組
合
員
が
加
は

つ
て

ゐ
だ
。
特

に
、
事

實
上
、
基
金

の
管

理
及
び
分
配

の
職
責
を
負

ひ
π
る
會
計
委
員
會
は

す

べ
て

ロ
イ
ズ

の
組
合
員

よ
b
成

立
し
て

ゐ
カ
。

其
後

に
於

け
る
職
箏
の
惨

禍
は
基
金

の
映
乏
を
來

し
π

の
で

、

ロ
イ
ズ
組
合
は

一'
入
〇
九
年

に
五
千

ボ

ン
ド
、

一

入

=

一年

に
は

一
萬

ボ

ン
ド
の

コ
ン
ソ
ル
公
債

を
寄
附

し
た
。
其
他

、
組
合
員

の
個
人
的
寄
附
は
更

に
多
額

に
上

つ

控

の
で
あ

る
。
其
上

、
ウ
オ
タ

ー
ル
ー
職
孚
寄
附

と
し
て
、
ロ
イ
ズ
は

一
萬

ボ

ン
ド

の

コ
ン
ソ

川
公
債

を
支
出
し
禿
。

富
力

の
壇
加

、
組
織

の
強
化

、
比
類
無

き
船

舶
事
情

報
導

組
織

よ
ウ
生
ず

る
威

信
及
び
愛
國
基
國

の
創
設

に
よ

つ

て
得

π
る
名
聲

は
、
海

軍
及

び
商
事

の
事
件

に
於

け
る

ロ
イ
ズ
組
合

の
勢
力

に
反
映

し
π
。
今
や

ロ
イ
ズ
は
國
家
内

に
於
け
る

一
つ
の
権
勢
で
あ

る
。
從

つ
て
、
海

軍
省
も
し
ば
し
ば

ロ
イ
ズ
の
要
請

を
容
れ
若

く
は
其

の
協
力
を
求

む

る
に
至

つ
π
。
例

へ
ば
、
護

衛
船
歎

の
培
加
、
護
衛
船

の
護
衛
範
園

の
援
張
若

く
は
護
衛

せ
ら

る
べ
き
商
船

隊
の
出

登
地
又

は
出
登
時
期

の
愛
更
其
他

に

つ

い
て
海

軍
省

は

ロ
イ
ズ

の
要

求
を
容
れ
π

こ
と
が
少
く
な

い
。
ま
π

、
海

軍

省

が
英
佛
海
峡

に
面
す

る
海
岸

に
散
在

せ
し

め
π
る
通
報

局

の
用

ふ
る
信
號

は
、
從
來
軍
艦

に
の
み
理
解

せ
ら
れ
禿

の
で
あ

る
が

、

ロ
イ
ズ
の
鑑
力

に
よ
り
商
船

も
亦
之
を
爲
し
得

る
に
至
ヶ
、
商
船

の
航
海
は

一
暦
安
全

と
な

る
や
う



に
な

つ
π
。

懐
π

、

質
イ
ズ
登
行

の
新

聞
π
る

ロ
イ
ズ

・
リ

ス
ト
は
敵
軍
を
欺
く
駕

め
に
用

ひ
ら
れ
π
揚
合

が
少
く
な

い
。
例

へ
ば

、
中
立
國
船
舶

に
し

て
英

國
と
通
商

し
π

る
こ
と
が

フ
ラ

ン
ス
軍

に
よ

つ
て
登
見

せ
ら

る
＼
と
き

、
も
し
其
中

立
國
が

フ
ラ

ン
ス
の
支
配
下
に
在
れ
ば
、
其
船

舶
は
没

牧
せ
ら
れ
た

る
が
故
に
、

ロ
イ
ズ

・
リ

ス
ト

へ
は
此
種

の
船

舶

の
到
着
を
記
載
せ
ず

、
若
く

は
記
載
す

る
と
し

て
も
虚
僑

の
事

柄
を
以
て
し
π
。
然

る
に
、
此
新
聞

に
封
し

て

一

入
〇

一
年
以
來

、
歎
名

の
郵
便
局
事
務
員

に
よ

つ
て
創
設

き
れ
尤
る

日
刊
新
聞

ぜ
ネ
ラ

ル
・
シ
ツ
ピ

ン
グ

。
ア

ン
ド
・

コ
ン

マ
ー

シ
ァ
ル

・
リ

ス
ト
な

る
競
孚
者
が

現
れ
π
。
然
し

、

一
入
○
入
年
懐
で
ば
、
雨
者

の
間

に
何
等

特
別

の
軋

礫

は
な

か

つ
た
。
ぜ
ネ
ラ

ル

・
リ

ス
ト
の
所
有
者
だ

ち
は
、
組
合
員
室

に
出

入
し

て
秘
密
書
類
を
縦
覧
す
る

こ
と
を

許

さ
れ
π
。
但

し
其
再
録
は
禁

止
さ
れ

て
ゐ
た

の
で
あ

る
。
然

る
に

一
入
○
入
年

に
至

つ
て
、

ロ
イ
ズ
の
議
長

は
郵

便
局
長

に
封

し
て
、

ロ
イ
ズ
が

政
府

の
希
望

に
從

つ
て
記
載

を
差
控

へ
て
ゐ
る

に
拘

ら
ず
、

ぜ
ネ
ラ

ル

・
リ

ス
ト
が

之
を
無

視
し
、
結
局
英

國

の
利
盆
を
害
す

る
に
到

る
べ
し
と

の
抗
議
を
提
出

し
カ
。
更

に
又

、
ぜ
ネ
ラ

ル

。
リ

ス
ト

側
が

ロ
イ
ズ
の
秘
密
書
録

を
其
儘
再
録

し
、
郵
便
局
を
経
て
逡
ら
れ

る
船
舶
表
を
騰
爲
し
且

つ
自
分
等

の
新
聞

の
利

盆

の
爲

め
に
諸

港
か
ら

の
通
信
其
他

の
配
達
を
故
意

に
逞
延
す
る

こ
と
を
責

め
た
。
此
等

の
黙

に

つ
い
て
郵
便

局

の

秘
書
と

ロ
イ
ズ
の
議
長
と

の
間
に
論
箏
が
繰
う
返

さ
れ
禿
が

、
結
局

ロ
イ
ズ
側

の
勝
利

に
蹄

し
穴
や
う
で
あ
る
。

西
暦
千
入
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

六

一
五
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此
期
間

の
全
燈
に
亙
つ
て
、
職
宰
は

ロ
イ
ズ
の
他
の

一
切

の
行
動

に
陰
影
を
投
じ
π
。
然
し
乍
ら
、
組
合
員
の
利

盆
を
縫
績
的
に
監
覗
す

る

一
大
公
共
團
禮
と
し
て

ロ
イ
ズ
を
見
る
と

い
ふ
新
し

い
組
合
観
念
は
、
確
實

に
磯
展
し
π

る
謹
擦
が
あ
る
。

一
入
○
二
年
以
降
、
詐
欺
的
海
損
を
防
止
す
べ
き
特
別
委
員
會
が
設
け
ら
れ
π
る
が
如
き
是
で
あ

る
。
此
委
員
會
は
、
す
べ
て
の
保
瞼
謹
雰
に
挿
入
す
べ
き
約
款
案
を
作
成

し
π

の
で
あ
る
。
然
し
、
そ
れ
が
如
何
な

る
も
の
で
あ

つ
π
か
の
記
録
は
存
し
な

い
。

}
入
〇
三
年

に
は
、
保
瞼
謹
雰
に
劃
す
る
印
紙
税
輕
減
に
つ
い
て
の
永

い
圖
箏
が
開
始
せ
ら
れ
π
。
ま
だ
同
年
、
委
員
會
の
鑑
力
に
よ

つ
て
船
舶

の
故
意
の
破
壊
を
よ
り
善
く
豫
防
す
る
爲

め
の
注
律
が
制
定
さ
れ
た
。

次
に
委
員
會

の
活
動
範
園
が
廣
汎
で
あ
う
且
つ
其
勢
力
の
大
な
う
し
乙
と
を
示
す
駕

め
に
三
つ
の
事
件
だ
け
を
摘

記
し
や
う
。
第

一
は
、
保
瞼
者

の
利
盆
と
な
る
が
如
き
訴
訟
事
件
に
於

て
船
主
其
他
が
要
し
π
る
訴
訟
費
用
を

ロ
イ

ズ
自
ら
負
憺
す
る
と

い
ふ
慣
習
を
生
じ
π
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
海
外
に
於
け
る
海
事
地
方
裁
割
所
が
敵
軍
に
捕

獲
さ
れ
π
る
船
舶
又
は
貨
物
を
取
戻
し
た
る
者
に
封
し
競
費
を
許
す
と

い
ふ
慣
習
に
反
劃
し
π

乙
と
で
あ
る
。
此
抗

議
は
捕
獲
法
に
つ
い
て
の
最
大
の
法
律
家

ス
ト
ウ

エ
ル
卿
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ

一
入

=
二
年
に
は
、

ロ
イ
ズ
の
要
求

を
満
足
せ
し
む
る
爲

め
の
櫃
密
院
倉
が
公
布
さ
れ
尤
。
第

三
の
事
件
は
次
に
來
る
べ
き
事
件

の
影
像
と
し
て
特
に
重

要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
入
〇
五
年
委
員
會
が
グ
ツ
ド
ウ
イ

ン
・
カ
ー
リ
ン
グ
商
會
を
ド
ウ

ン
地
方
に
於
け
る

ロ
イ



ズ
の
代
理
人
と
し
て
指
名
し
π
こ
と
で
あ
る
。
此
指
名
は
非
常
に
例
外
的
の
も
の
と
思
は
れ
π
。
何
故
な
れ
ば
、
他

の
諸
港
に
於
て
代
理
業
を
管
む
者
が

ロ
イ
ズ
の
代
理
人
力
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
π
と
き
、
委
員
會
ば
保
険
者
の
代
理

人
と
し
て
行
動
す
べ
き
代
理
人
を
任
命
す
る
橿
限
を
有
す
る
者
に
非
ず
と

の
理
由
に
よ
つ
て
、
彼
等
は
其
委
任
を
拒

絶
し
π
の
で
あ

つ
π
。
然
し
乍
ら
、
舷
に
新
π
な
る
先
例
が
開
か
れ
、
其
後

ロ
イ
ズ
の
事
業
の
振
張
に
つ
れ
て
、
此

先
例
は
繰
う
返
さ
れ
π
。

四

・

ロ
イ
ズ

の
歴
史
的
研
究

は
歩
を
進

め
る
に
從

つ
て
愈

せ
盆

せ
興
味
深
く
な

つ
て
く

る
。

ロ
イ
ズ

の
登
展
愚
程

に
は

英
國

の
商
業
経
濟
事
情

の
み
な
ら
ず
、
政
治
状
態

及
び
國
民
性
な
ど

さ

へ
も
反
映
し

て
ゐ
る

乙
と
が
明

に
看
取
せ
ら

れ
る

の
で
あ

る
。
然

し
乍
ら

、
紙
幅

の
郡
合
上
、
私

は
英
佛
職
箏

の

ロ
イ
ズ
に
及

し
控
る
影
響
ま
で

の
研
究

の
み
を

紹
介

し
て

ペ

ン
を
欄
く
。

(

一
九

三

一

・

一

二

・

一
〇

)

四
暦
千
入
百
年
前
後
の

ロ
イ
ズ

六

一
七
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